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わ　
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は　

じ　

め　

に

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
葵
文
庫
に
は
、
久
能
文
庫
と
い
う
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

久
能
文
庫
は
、
初
代
静
岡
県
知
事
を
勤
め
た
関
口
隆
吉（
一
八
三
八
〜
八
九
）の
蔵
書
で

あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
中
に
あ
る
出
羽
国
最
上
郡
南
山
村（
現
、
山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
）

の
庄
屋
柿
崎
弥
左
衛
門
が
記
し
た
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
注
目
し
て
、巳
年（
天

─
出
羽
国
最
上
郡
南
山
村
を
事
例
に

─



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

五
二

保
四
年
・
一
八
三
三
年
）に
起
こ
っ
た
大
洪
水
・
山
崩
れ
と
、
そ
れ
に
伴
う
食
糧
不
足
と

そ
の
救
済
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
の
目
的
と
し
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
視
点
を
考
え
て
い
る
。
第
一
に
、

久
能
文
庫
の
蔵
書
検
討
の
端
緒
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
久
能
文
庫
は
、
備
荒
・
救
荒
関

係
の
集
書
に
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
関
口
隆
吉
と
い
う
明
治
初
期
の
地
方
官
と
し
て
の

役
割
に
も
関
わ
る
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
を
も
と
に
、
南
山
村
の
天
保
四
年
の
災
害
と

そ
の
救
済
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
南
山
村
の
周
辺
地
域
は
、
自
然
環
境
の
要

因
と
し
て
太
古
の
昔
に
葉
山
が
度
々
大
噴
火
し
、
そ
の
火
山
灰
が
堆
積
し
た
た
め
、
シ

ラ
ス
台
地
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
地
盤
に
よ
り
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
国
土
交
通
省
な
ど
に
よ
る
砂

防
事
業
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
近
世
段
階
の
災
害
に
つ

い
て
論
じ
る
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
天
保
四
年
に
起
こ
っ
た
山
村
の
大
洪
水
か
ら
山
崩
れ
と
、
そ
れ
に
伴
う

食
糧
不
足
な
ど
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
追
い
、
近
世
村
落
と
そ
こ
で
生
活
す
る
村
人

の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
村
の
動
向
と
と
も
に
、「
天
保
年
中
巳
荒
子

孫
伝
」
の
著
者
で
あ
る
庄
屋
役
の
役
割
に
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
、
南
山
村
は
新
庄
藩

領
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
藩
の
対
応
に
も
大
い
に
関
わ
る
仁
政
の
問
題
を
検
討
す
る
素
材

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
は
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫

伝
」
と
い
う
史
料
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
き
わ
め
て
詳
細
な
記
録
で
あ
り
、
文
書

だ
け
で
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」

に
着
目
す
る
理
由
で
あ
る
。

一　

久
能
文
庫
と
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」

　
　
　
（
一
）　

関
口
隆
吉
の
生
涯

ま
ず
、
久
能
文
庫
を
集
書
し
た
関
口
隆
吉
の
履
歴
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
幼

名
は
正
太
郎
、
字
は
権
輔
・
艮
輔
、
号
は
黙
斎
・
希
岳
。
天
保
七
年（
一
八
三
六
）に
江

戸
本
所
相
生
町（
現
、
東
京
都
墨
田
区
）で
生
ま
れ
た
。
父
隆
船
は
幕
府
御
持
弓
与
力
で

あ
っ
た
。
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）か
ら
剣
術（
神
道
無
念
流
）を
斉
藤
篤
信
斎（
弥
九
郎
）の

練
兵
館
に
学
び
、
同
五
年
に
は
家
督
を
継
ぎ
、
御
持
弓
与
力
と
な
っ
た
。
兵
法
は
吉
原

守
拙
に
学
び
、
安
政
三
年（
一
八
五
六
）に
長
沼
流
兵
法
の
印
許
状
を
得
た
。
同
五
年
か

ら
は
、
大
橋
訥
庵
に
朱
子
学
に
学
ん
だ
。
文
久
三
年（
一
八
六
三
）に
は
、
藤
田
信（
小
四

郎
、
東
湖
四
男
）な
ど
の
尊
王
攘
夷
派
の
志
士
た
ち
と
も
交
流
し
、
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

に
は
市
中
取
締
役
に
就
任
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
な
る
と
、
徳
川
慶
喜
の
恭
順
を
主
張
し
、
明
治
元
年（
一
八
六
八
）に
は

大
慈
院
御
謹
慎
所
勤
方
と
な
り
、
精
鋭
隊
頭
取
並
・
奉
行
支
配
調
役
と
な
っ
て
、
江
戸

城
明
け
渡
し
に
立
ち
会
う
。
徳
川
氏
が
駿
河
へ
行
く
と
、
御
留
守
居
役
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
公
用
人
と
な
り
、
明
治
三
年
に
は
、
奥
州
脱
兵
を
請
け
取
る
た
め
、
箱
館
へ

行
っ
た
後
、
静
岡
へ
引
越
し
、
公
用
人
を
辞
し
た
。
静
岡
で
は
、
金
谷
開
墾
方
頭
取
並

と
な
り
、
遠
江
国
城
東
郡
月
岡
村（
現
、
静
岡
県
菊
川
市
）の
開
拓
に
従
事
し
た
。

続
い
て
、
明
治
五
年
に
な
る
と
、
三
潴
県
権
参
事
、
山
形
県
参
事
、
同
六
年
に
は
山

形
県
権
令
、
同
八
年
に
は
五
等
判
事
を
兼
任
し
、
山
口
県
令
へ
と
転
身
し
た
。
翌
九
年

に
起
こ
っ
た
萩
の
乱
を
鎮
圧
し
、
西
南
戦
争
に
呼
応
し
た
町
田
梅
之
進
の
乱
も
鎮
圧
し

た
。
同
一
四
年
に
は
元
老
院
議
官
へ
転
じ
、
同
一
六
年
に
は
地
方
巡
察
使
と
な
り
、
一

（
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「
天
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巳
荒
子
孫
伝
」
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み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

五
三

府
八
県（
千
葉
・
茨
城
・
栃
木
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
・
東
京
）を
巡
回
視
察

し
た
。

明
治
一
七
年
に
は
、
静
岡
県
令
、
同
一
九
年
に
初
代
の
静
岡
県
知
事
と
な
っ
た
。
静

岡
で
は
、
遠
州
社
山
に
隧
道
を
通
し
、
熱
海
村
に
梅
園
を
作
り
、
徳
川
氏
の
廟
墓
を
修

復
す
る
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
同
二
二
年
に
愛
知
県
招
魂
祭
へ
向
か
う

途
中
に
東
海
道
線
開
通
試
運
転
の
汽
車
衝
突
事
故
に
よ
り
負
傷
し
、
同
年
に
没
し
、
臨

済
寺
に
葬
ら
れ
た（
享
年
五
四
）。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
幕
臣
か
ら
地
方
官
へ
と
進
ん
だ
生
涯
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
は
、
明
治
一
八
年
に
救
荒
書
の

「
歉
歳
表
記
」
を
著
し
、
同
一
九
年
に
は
久
能
文
庫
の
設
立
を
計
画
し
た
こ
と
を
補
足

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
隆
吉
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
備
荒
貯
蓄
を
意
識
し

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
二
）　

久
能
文
庫

久
能
文
庫
に
つ
い
て
は
、
下
村
一
夫
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。
そ
れ
を
も
と
に
ま
と
め

て
い
こ
う
。
な
お
、
久
能
文
庫
の
目
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

関
口
隆
吉
は
、
文
庫
設
立
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
収
集
し
て
き
た
図
書
を
文
庫

の
蔵
書
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
意
図
を
も
っ
て
集
書
し
て
、
そ
れ
を
蓄
積
し
て

文
庫
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
。
文
庫
は
公
開
の
図
書
館
を
考
え
て
お
り
、
近
代
的
な

図
書
館
の
嚆
矢
と
も
い
わ
れ
る
。
隆
吉
は
、
明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）に
「
久
能
文
庫

建
設
の
広
告
」
と
い
う
草
稿
を
記
し
、
出
島
竹
斎
を
担
当
者
と
し
、
文
庫
の
発
足
を
明

治
二
〇
年
で
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
出
島
竹
斎
は
高
齢
で
あ
り
、
明
治
二
〇
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
発
起

人
の
隆
吉
自
身
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
年
後
の
明
治
二
二
年
に
没
し
た
。
没
後
に
蔵

書
は
久
能
山
東
照
宮
の
社
庫
に
収
納
さ
れ
た
が
、
発
起
人
が
没
し
て
、
文
庫
設
立
は
立

ち
消
え
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）に
静
岡
県
立
葵
文
庫
の
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。

当
時
の
関
口
荘
吉（
隆
吉
長
男
）が
父
の
集
書
を
寄
贈
し
た
い
と
静
岡
県
知
事
に
申
し
出

て
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
の
書
物
は
葵
文
庫
に
「
久
能
文
庫
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。

当
初
の
隆
吉
の
意
図
を
汲
ん
だ
名
称
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
関
口
家
か
ら
昭

和
四
年（
一
九
二
九
）・
同
五
六
年
・
同
五
九
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
追
加
の
寄
贈
が
な

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

さ
て
、
久
能
文
庫
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
文
庫
の
蔵
書
は
八
三
五
部
二
四
五
四
冊

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
隆
吉
の
集
書
は
七
六
七
部
一
九
四
七
冊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
隆
吉
は
、
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）の
家
政
改
革
の
た
め
蔵
書
の
大
概
を
売
却
し
た

と
さ
れ
て
お
り
、
文
庫
の
蔵
書
は
明
治
期
以
降
に
大
部
分
が
収
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
書
物
に
具
体
的
な
証
拠
は
な
い
。
書
物
の
内
容
は
、
兵
事
、
日
本
史
、
政
治
・

法
制
、
伝
記
、
備
荒
救
荒
が
多
く
、
下
村
氏
は
文
庫
の
特
色
と
し
て
兵
書
と
備
荒
救
荒

書
を
指
摘
し
て
い
る
。
江
戸
期
の
書
物
は
写
本
が
六
七
％
を
占
め
、
明
治
期
の
そ
れ
は

二
七
％
で
、
明
治
期
の
書
物
は
刊
本
の
割
合
が
多
い
。
明
治
期
で
は
、
隆
吉
が
巡
察
使

と
し
て
記
録
し
た
文
書
で
、「
巡
察
復
命
書
」
な
ど
の
報
告
書
類
が
あ
る
。
他
に
は
「
明

治
初
期
名
士
書
簡
集
」
な
ど
も
あ
る
。

備
荒
救
荒
書
に
関
し
て
、
下
村
氏
は
「
天
明
・
天
保
の
飢
饉
の
災
異
の
実
態
の
記
録

や
飢
饉
の
対
策
名
並
び
に
そ
の
政
策
、
凶
荒
の
際
の
食
用
に
な
る
植
物
の
見
分
け
方
な

ど
ま
で
に
及
ん
だ
書
籍
群
」
と
し
、「
こ
の
種
の
図
書
は
、
余
程
の
執
着
が
な
い
と
集

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
備
荒
救
荒
書
の
中
の
一
つ

に
あ
た
る
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
を
取
り
上
げ
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

五
四

　
　
　
（
三
）　
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
諸
本

本
稿
で
検
討
す
る
柿
崎
弥
左
衛
門
著
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
は
、
現
在
三
つ
の

本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
諸
本
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
静
岡

県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
本（
久
能
文
庫
本
）、
②
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』
本
、
③
新
庄

市
立
図
書
館
本
で
あ
る
。
翻
刻
さ
れ
た
史
料
集
と
し
て
は
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

成
』
が
最
も
普
及
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
校
訂
者
で
あ
る
工
藤
定
雄
氏
は
、
①
を
底
本
と

し
て
②
・
③
で
補
訂
し
な
が
ら
翻
刻
を
作
成
し
た
と
い
う
。

こ
の
①
久
能
文
庫
本（
五
巻
）は
、
現
在
も
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
問
題
は
こ
の
久
能
文
庫
本
を
関
口
隆
吉
が
い
つ
収
集
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
前
述

の
関
口
隆
吉
の
経
歴
か
ら
推
測
す
る
と
、
明
治
五
年（
一
八
七
二
）に
就
任
し
た
三
潴
県

権
参
事
・
山
形
県
参
事
、
翌
六
年
の
山
形
県
権
令
と
い
う
点
で
山
形
県
と
関
係
が
あ

る
。
そ
の
時
代
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、
こ
の
時
期
に
「
天
保
年

中
巳
荒
子
孫
伝
」
を
知
り
、
後
に
久
能
文
庫
設
立
に
あ
た
っ
て
写
本
を
作
成
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
明
確
に
な
ら
な
い
。

ま
た
隆
吉
は
、
自
ら
記
し
た
『
黙
斎
遺
稿　

備
荒
録
』
の
中
で
「
天
保
年
中
巳
荒
子

孫
伝
」
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、「
著
者
詳
ナ
ラ
ズ
、
具
ニ
天
保
飢
饉
ノ
状
況
ヲ
記
ス
、

文
ハ
小
説
体
ヲ
用
ヒ
、
最
モ
博
捜
ス
ル
ガ
如
シ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
こ
の
『
黙

斎
遺
稿　

備
荒
録
』
は
、
隆
吉
没
後
の
明
治
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
生
前

に
隆
吉
は
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
著
者
を
不
明
と
し
て
い
る
点
は
重
要
だ
ろ

う
。次

に
②
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』
本
は
、
小
野
武
夫
氏
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
小
野
氏
は
、
一
二
点
の
史
料
を
ま
と
め
て
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』
を
編
ん
で
い
る

が
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
も
採
録
し
て
い
る
。
同
書
の
冒
頭
の
解
説
で
、
小
野

氏
は
、
天
保
九
年（
一
八
三
八
）一
二
月
に
南
山
村
の
柿
崎
弥
左
衛
門
義
存
が
著
し
た
も

の
で
、
天
保
四
年
の
「
凶
荒
実
況
を
録
し
、
子
孫
訓
戒
の
為
め
に
遺
し
た
も
の
」
で
、

注
目
点
と
し
て
「
当
時
新
庄
藩
戸
沢
侯
の
賢
明
に
し
て
、
屡
々
郡
村
を
巡
視
し
、
仁
政

を
施
し
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
著
者
は
其
の
肖
像
の
画
幅
を
作
っ
て
之
を

家
に
祭
っ
た
処
が
、
忽
ち
遠
近
に
伝
播
し
、
伊
勢
の
足
代
弘
訓
が
諸
侯
の
亀
鑑
な
り
と

し
て
、
特
に
書
を
寄
せ
来
つ
て
之
を
賞
揚
し
た
こ
と
な
ど
が
書
い
て
あ
る
」
こ
と
を
取

り
上
げ
る
。

ま
た
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』
本
は
、
明
治
一
八
年
一
二
月
に
「
山
形
県
か
ら
農
商
務

省
に
進
達
し
た
も
の
」
と
す
る
。
農
商
務
省
の
調
査
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
こ
の
原
本
は
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し
た
と
さ
れ
、

現
在
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

続
い
て
③
新
庄
市
立
図
書
館
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
①
②
が
五
巻
あ
っ
た
の
に
対

し
、
二
・
三
巻
の
み
で
あ
る
が
、
伝
来
の
経
緯
や
字
体（
く
ず
し
字
で
記
さ
れ
て
い
る
）か

ら
原
文
書
に
近
い
写
本
と
も
み
え
る
が
、
確
証
は
な
い
。
①
②
に
は
み
ら
れ
な
い
ル
ビ

や
注
記
が
一
部
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
柿
崎
弥
左
衛
門
著
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
諸
本
に
つ
い
て
み

て
き
た
が
、
原
本
は
現
存
せ
ず
、
い
ず
れ
も
写
本
が
遺
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
の
三
つ
の
写
本
の
中
で
、
③
新
庄
市
立
図
書
館
本
が
原
本
に
近
い
写
本
と
み
ら

れ
る
が
、
五
巻
の
す
べ
て
は
な
く
、
②
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』
本
は
焼
失
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
①
久
能
文
庫
本
が
貴
重
な
写
本
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

五
五

二　

柿
崎
弥
左
衛
門
と
南
山
村

　
　
　
（
一
）　

著
者
柿
崎
弥
左
衛
門

「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
著
者
で
あ
る
柿
崎
弥
左
衛
門
義
存（
一
七
八
五
〜

一
八
五
三
）に
つ
い
て
は
、
熊
谷
勝
保
氏
と
『
大
蔵
村
史
』
に
よ
る
検
討
が
あ
る
。
そ
れ

ら
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

柿
崎
弥
左
衛
門
家
は
、
代
々
弥
左
衛
門
を
名
乗
り
、
南
山
村
の
塩
集
落
に
あ
っ
た
。

高
台
に
あ
る
南
山
小
学
校
へ
登
る
途
中
の
右
手
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
、

跡
地
は
畑
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
弥
左
衛
門
の
屋
敷
が
三
回

く
ら
い
移
転
し
て
い
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
大
浦（
下
熊
高
・
赤
松
間
）→
古
屋
敷
→
塩

と
い
う
順
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

柿
崎
家
の
系
図
は
三
つ
確
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
柿
崎
翼
家
蔵
「
柿
崎
氏

古
系
世
代
」、
②
柿
崎
弥
左
衛
門
家
旧
蔵
「
柿
崎
氏
家
系
」、
③
「
柿
崎
弥
左
衛
門
家

系
図
」（
近
年
、
②
を
底
本
に
菩
提
寺
竜
泉
院
の
過
去
帳
な
ど
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
）で
あ

る
。そ

れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
柿
崎
家
は
清
和
源
氏
の
末
裔
と
さ
れ
、
越
後
上
杉
氏
の
有

力
武
将
で
あ
っ
た
が
、
落
武
者
と
な
っ
て
出
羽
国
平
鹿
郡
馬
鞍
村（
現
、
秋
田
県
横
手
市

平
鹿
町
）あ
る
い
は
南
山
村
に
土
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
②
で
は
、
初
代
が
景
一（
正

作
・
義
一
）で
最
上
義
光
に
仕
え
て
軍
功
が
あ
り
、
義
光
の
一
字
「
義
」
を
賜
り
、
義
光

の
命
で
清
水
氏
に
仕
え
た
が
、
清
水
城
落
城
の
際
に
討
ち
死
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
妻

女
・
子
息
が
「
塩
沢
中
村
」（
南
山
村
塩
の
旧
名
か
）に
土
着
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

弥
兵
衛
を
名
乗
り
、
延
享
元
年（
一
七
四
四
）に
南
山
村
の
庄
屋
役
に
は
じ
め
て
任
じ
ら

れ
た
。
そ
の
弥
兵
衛（
幼
名
長
助
）は
庄
屋
に
就
任
し
た
と
き
太
右
衛
門
の
名
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）に
生
ま
れ
た
初
代
弥
左
衛
門
は
、
一
六
歳
か

ら
庄
屋
見
習
を
勤
め
、
二
五
歳
で
弥
兵
衛
家
か
ら
別
家
し
て
七
〇
歳
ま
で
庄
屋
を
勤
め

た
と
す
る
。
二
代
弥
左
衛
門（
文
六
・
重
長
）は
、
庄
屋
見
習
を
し
た
と
い
う
。
三
代
弥

左
衛
門
が
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
を
著
し
た
義
孝（
猪
之
助
）で
あ
る
。
三
代
目
は
、

学
才
に
優
れ
、
趣
味
も
豊
か
で
、
博
覧
強
記
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。「
桃
里
庵
南
山
」

と
い
う
雅
号
を
も
っ
た
前
句
の
宗
匠
で
も
あ
っ
た
。

「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
よ
る
と
、
三
代
目
弥
左
衛
門
は
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）

一
二
月
か
ら
天
保
五
年（
一
八
三
四
）ま
で
南
山
村
庄
屋
・
角
川
村（
現
、
最
上
郡
戸
沢
村
）

後
見
、
天
保
五
年
九
月
か
ら
は
赤
松
村（
現
、
最
上
郡
大
蔵
村
）庄
屋
・
南
山
村
後
見
を
勤

め
た
。「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
を
著
し
た
天
保
九
年
で
勤
続
一
五
年
に
な
る
。
そ

の
間
、
郷
年
寄
格
扶
持
方
、
上
下
拝
領
、
吸
物
・
酒
な
ど
の
褒
美
を
一
一
回
も
頂
戴
し

て
い
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

三
代
目
以
降
も
弥
左
衛
門
が
名
乗
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
代
目
の
孫
義
時（
真
太

郎
）は
、
特
に
初
代
大
蔵
村
長
を
勤
め
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

　
　
　
（
二
）　

南
山
村
の
概
要

南
山
村
は
新
庄
藩
領
で
、
最
上
郡
一
二
郷
の
う
ち
の
南
本
町
郷
に
所
属
し
て
い
た
。

新
庄
藩
の
研
究
に
つ
い
て
は
、『
新
庄
市
史
』
や
大
友
義
助
氏
に
よ
る
成
果
が
あ
る
。

ま
た
、
難
波
信
雄
氏
は
、
新
庄
藩
領
に
は
「
最
上
郡
の
村
」
と
「
村
山
郡
の
村
」
と
い

う
村
落
の
二
つ
の
型
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
南
山
村
の
概
要
を
み
て
み
よ
う
。
村
高
は
、
元
和
八
年（
一
六
二
二
）二
〇
五

石
余
、
正
保
三
年（
一
六
四
七
）三
一
九
石
余
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）三
七
一
石
余
、
宝
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「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

五
六

永
六
年（
一
七
〇
九
）四
〇
九
石
余
、
明
和
三
年（
一
七
六
六
）五
六
七
石
余
と
徐
々
に
増
加

し
て
い
る
。
家
数
・
人
数
は
、
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に
八
六
五
人
だ
っ
た
が
、
文
化

九
年（
一
八
一
二
）に
は
一
五
七
軒
九
七
四
人
と
す
る
。

南
山
村
は
、
本
郷
・
枝
郷
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
文
久
三
年（
一
八
六
三
）当
時
、
本
郷

は
塩（
一
〇
軒
）・
中
升
玉（
一
軒
）・
小
滝
沢（
三
軒
）・
幅（
五
軒
）・
木
遠
田（
二
軒
）・
蝉

ノ
沢（
一
軒
）の
合
計
六
集
落
二
二
軒
だ
っ
た
。
枝
郷
は
、
柳
淵（
一
四
軒
）・
肘
折（
二
〇

軒
）・
荒
屋
敷（
二
五
軒
）・
滝
ノ
沢（
一
六
軒
）・
沼
ノ
台（
二
六
軒
）・
平
林（
一
〇
軒
）の
合

計
六
枝
郷
一
一
一
軒
だ
っ
た
。
村
全
体
と
し
て
は
、
一
三
三
軒
を
数
え
る
。
な
お
、
村

と
い
う
呼
称
は
、
全
体
を
示
す
南
山
村
だ
け
で
な
く
、
枝
郷
に
つ
い
て
も
村
を
付
け
て
、

柳
淵
村
な
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
文
書
も
多
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い（
本

稿
で
も
、
史
料
上
の
記
載
を
優
先
し
て
示
す
）。

村
役
人
は
、
本
郷
に
庄
屋
が
お
り
、
枝
郷
に
は
組
頭
・
長
百
姓
が
置
か
れ
た
。
組
頭

と
長
百
姓
に
つ
い
て
は
、
交
代
の
例
が
わ
か
る
。
枝
郷
平
林
の
組
頭
松
之
助
が
病
死
し

た
こ
と
に
伴
い
、
村
役
人
の
人
事
を
庄
屋
柿
崎
弥
左
衛
門
か
ら
代
官
へ
願
い
上
げ
て
い

る
。
長
百
姓
の
八
郎
右
衛
門
を
組
頭
と
し
、
長
百
姓
の
後
役
を
門
兵
衛
と
し
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
、
村
役

人
と
し
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
山
守
・
山
守
が
史
料
上
散
見
さ
れ
る
。

産
物
は
、
天
保
年
間
の
「
新
荘
御
国
産
名
物
尽
く
し
」（
番
付
）に
よ
る
と
、
南
山
村

の
名
物
と
し
て
、
関
脇
に
「
永
松
銅
山
」・「
肘
折
出
金
」、
前
頭
に
「
独
活（
う
ど
）」・

「
か
ん
じ
き
」・「
か
へ
し
き
」（
雪
べ
ら
）・「
わ
ら
び
粉
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
地

は
、
現
在
で
も
肘
折
温
泉
が
知
ら
れ
、
鉱
山
近
隣
の
温
泉
地
と
し
て
栄
え
た
よ
う
で
あ

る
。
他
の
産
物
に
は
、
蝉
の
沢
和
紙（
柳
淵
）が
あ
り
、
楮
の
仕
入
れ
金
を
町
会
所
か
ら

借
用
し
、
漉
立
て
の
紙
で
返
納
す
る
証
文
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

三　

天
保
四
年
に
お
け
る
南
山
村
の
大
洪
水
・
山
崩
れ

　
　
　
（
一
）　

本
郷
の
状
況

続
い
て
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
記
載
を
み
て
い
き
た
い
。
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）は
、
当
初
雨
が
少
な
く
旱
損
が
懸
念
さ
れ
、
雨
乞
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

た
。
南
山
村
で
も
、
枝
郷
沼
ノ
台
村
の
大
沼
に
あ
る
大
権
現
へ
雨
乞
の
た
め
に
大
勢
が

参
詣
し
て
い
た
。
大
沼
大
権
現
で
は
、
古
来
よ
り
大
沼
へ
石
を
投
げ
入
れ
、「
魚
物
」

な
ど
も
入
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
天
気
が
荒
れ
、
大
雨
・
洪
水
な
ど
に
な
る
こ
と
が
度
々

あ
っ
た
と
い
う
。
近
所
の
者
が
参
詣
す
る
と
き
に
は
、
身
を
清
め
、
途
中
で
履
物
を
替

え
、
先
達
に
従
っ
て
参
詣
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
悪
事
が
起
こ
る
と
し
て
、
村
中
で
は

気
を
付
け
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
は
村
外
の
多
く
の
者
が
参
詣
し
、「
山
を
破
り
悪

事
」
を
し
て
雨
乞
を
し
た
と
い
う
。
著
者
の
柿
崎
弥
左
衛
門
は
「
左
様
の
節
不
思
議
有

之
事
は
、
皆
人
見
聞
の
事
に
候
」（
七
〇
四
頁
）と
暗
に
災
害
が
起
こ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か

す
。そ

の
後
、
五
月
二
二
日
八
ツ
時
よ
り
少
し
ず
つ
降
り
出
し
た
雨
は
、
二
四
日
に
大
雨

と
な
り
、
二
五
日
夜
よ
り
さ
ら
に
豪
雨
と
な
り
、
二
五
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
大
洪

水
と
な
っ
た（
七
〇
四
頁
）。

弥
左
衛
門
の
家
宅
の
周
辺
も
洪
水
と
な
り
、
通
常
よ
り
も
一
丈
余
の
高
水
と
な
っ

て
、
役
屋
前
も
欠
け
込
み
、
す
で
に
危
な
く
家
の
前
通
り
の
樹
木
が
倒
れ
落
ち
て
、
中

門
の
附
雪
隠
が
落
ち
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
取
り
外
し
た
。
屋
敷
に
は
、
前
通
り

に
杉
並
木
が
あ
り
、
そ
の
外
に
畑
が
あ
り
、
そ
の
外
に
道
が
あ
る
。
周
囲
は
洪
水
で
、

制
札
前
が
よ
う
や
く
一
間
く
ら
い
残
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
郷
蔵
も
危
な
く
、
内
の
物
は

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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外
へ
運
び
出
し
、
制
札
も
外
し
て
仕
舞
っ
た
。
家
財
は
上
下
の
小
屋
へ
入
れ
、
本
家
と

両
家
の
雑
物
も
入
れ
た
の
で
、
隙
間
が
な
か
っ
た
。
桶
な
ど
は
外
へ
捨
て
置
い
た
。
雨

は
次
第
に
強
く
降
り
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
川
の
よ
う
に
流
れ
、
海
の
よ
う
に
な
り
、
近

辺
か
ら
村
人
た
ち
が
手
伝
い
に
来
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
川
向
い
の
者
た
ち
は
、
橋
が

流
失
し
た
た
め
、
川
向
い
か
ら
眺
め
、
下
村
の
熊
高
村（
現
、
最
上
郡
大
蔵
村
）の
者
た
ち

は
、
荻
野
峯
よ
り
見
下
ろ
す
だ
け
で
、
道
は
川
も
し
く
は
海
の
よ
う
に
変
わ
り
、
通
行

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
近
辺
の
者
た
ち
が
よ
う
や
く
五
・
六
人
手

伝
い
に
来
て
く
れ
た
。

幅
村（
南
山
村
枝
郷
）で
は
、
八
郎
兵
衛
家
下
の
田
畑
が
崩
れ
、
権
兵
衛
家
は
埋
ま
り
、

薬
師
堂
下
通
り
の
田
地
は
過
半
が
埋
ま
っ
た
が
、
人
馬
に
怪
我
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
騒
ぎ
の
最
中
に
、
堤
桁
が
危
な
く
な
り
、
大
堤
は
無
難
で
あ
っ
た
が
、
桁
は
「
大

痛
」
に
な
っ
て
い
た
。
木
遠
田（
南
山
村
枝
郷
）長
右
衛
門
家
下
も
欠
け
込
み
、
屋
敷
廻

り
の
杉
な
ら
び
に
墓
印
を
切
り
取
り
、
下
げ
木
な
ど
を
し
た
が
、
通
常
の
洪
水
と
異
な

る
大
水
で
、
中
々
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
家
も
危
な
く
、
諸
道
具
を
運
び
、
山
の
方
へ

逃
げ
惑
う
。
田
水
の
押
し
込
ん
で
く
る
場
所
は
、
除
け
よ
う
も
な
か
っ
た
。

弥
左
衛
門
宅
も
家
財
を
大
方
運
び
出
し
、
少
し
休
息
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
家
前
の

小
屋
が
危
な
く
、
そ
の
た
め
内
の
諸
道
具
を
運
び
出
す
間
も
な
く
、
小
屋
は
流
失
し

た
。
本
家
で
は
一
両
年
以
前
よ
り
家
が
大
破
し
た
た
め
、
普
請
を
し
よ
う
と
柱
板
な
ど

を
小
屋
に
囲
い
置
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
、
家
の
後
ろ
か
ら
泥
土
が
押
し
て

き
た
の
で
不
思
議
に
思
い
、
後
ろ
の
山
へ
登
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
清
水
池
が
あ
り
、
そ

の
上
の
岩
根
か
ら
「
山
ゆ
る
ぎ
」
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
崩
れ
か
か
り
土
が
押
し
て

き
て
い
る
。
小
立
の
杉
数
百
本
を
押
し
伏
せ
、
泥
土
が
流
れ
両
足
を
埋
め
た
。
そ
れ
か

ら
履
物
を
脱
ぎ
捨
て
て
逃
げ
た
。
ま
ず
、
家
内
の
女
・
子
供
な
ど
を
は
じ
め
、
牛
馬
を

上
の
方
に
あ
る
村
の
下
條
喜
左
衛
門
の
と
こ
ろ
へ
送
り
出
し
、
し
ば
ら
く
置
い
て
お
い

た
。
山
の
事
で
あ
る
の
で
、
ど
の
く
ら
い
崩
れ
る
か
知
れ
ず
、
家
の
前
は
川
、
後
ろ
は

「
山
落
」と
な
っ
た
。
山
下
へ
運
び
出
し
た
家
財
な
ら
び
に
小
屋
も
土
中
に
埋
も
れ
た
。

ど
う
し
よ
う
と
驚
き
な
が
ら
、
そ
の
夜
は
丈
夫
な
若
者
た
ち
が
来
て
く
れ
て
、
銘
々
が

鐺
を
研
い
で
用
意
す
る
。
こ
れ
は
、
中
門
が
欠
け
落
ち
た
時
に
、
家
と
中
門
と
の
接
合

を
切
り
放
す
覚
悟
で
あ
っ
た
。

夜
も
明
け
、
外
へ
出
て
み
る
と
、
屋
敷
廻
り
の
畑
は
残
ら
ず
川
と
な
り
、
田
地
は
墓

所
下
よ
り
瀬
見
沢
の
虚
空
蔵
堂
の
下
ま
で
、
一
面
に
海
の
よ
う
に
な
り
、
向
い
は
田
地

な
ら
び
に
杉
林
と
も
に
残
ら
ず
川
と
な
り
、
上
の
方
は
「
山
押
し
」
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
大
水
で
あ
っ
た
が
、
川
半
分
突
き
出
し
、
川
は
片
寄
り
、
手
前
の
分
の
田
地

四
〇
〇
苅
・
五
〇
〇
苅
、
そ
の
他
に
本
家
・
田
地
と
も
に
大
変
に
欠
け
込
み
、「
地
蔵

へ
ぐ
り
」
よ
り
上
は
残
ら
ず
川
と
な
り
、「
喜
左
衛
門
林
沢
平
水
」
は
田
水
堰
で
あ
っ

た
が
、
大
川
に
な
り
、
諸
木
を
根
こ
そ
ぎ
流
出
さ
せ
、
大
石
・
大
木
を
押
し
出
し
、
人

馬
の
通
行
は
で
き
ず
、
誠
に
途
方
に
暮
れ
た
。

ま
ず
空
腹
に
な
っ
た
が
、
米
は
あ
っ
て
も
用
水
が
な
か
っ
た
。
前
日
に
炊
い
た
飯
一

釜
を
夕
飯
に
し
よ
う
と
置
い
て
お
い
た
の
で
、
ど
こ
へ
仕
舞
っ
た
か
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
上
の
小
屋
か
ら
見
つ
か
り
、
こ
れ
で
朝
食
と
し
た
。
前
日
の
昼
よ
り
何
も
食
べ
て

い
な
か
っ
た
。
水
は
ま
だ
泥
水
で
、
前
日
桶
に
貯
め
た
水
も
、
外
に
置
け
ば
、
雨
水
が

入
り
、
濁
り
水
と
な
り
、
飲
用
に
は
な
ら
な
い
。
前
夜
に
搗
い
た
「
ぼ
た
餅
」
を
桶
に

入
れ
て
い
た
が
、
騒
ぎ
に
紛
れ
て
女
た
ち
が
外
へ
置
き
忘
れ
た
か
、
大
雨
に
打
た
れ
て

溶
け
て
し
ま
い
、
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

近
頃
、
山
形
勢
至
寺（
山
形
市
勢
至
堂
カ
）法
印
が
今
神
温
泉（
最
上
郡
戸
沢
村
）ま
で
入

湯
に
来
て
い
た
が
、
大
雨
と
な
っ
て
柿
崎
弥
左
衛
門
宅
へ
一
宿
し
て
い
た
。
こ
の
大
変

に
あ
た
り
、
物
運
び
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
夕
方
に
は
姿
が
見
え
な

か
っ
た
の
で
、
隣
近
所
を
尋
ね
て
み
た
が
、
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
夜
中
に
な
っ
て
も
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翌
日
ま
で
行
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
も
し
や
水
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
と
案
じ
て

い
た
と
こ
ろ
、「
織
箕
を
か
ぶ
り
候
人
」
が
上
の
村
へ
行
く
の
を
見
た
と
い
う
者
が
お

り
、
そ
の
人
が
法
印
で
あ
ろ
う
と
安
心
し
た
。
朝
飯
過
ぎ
こ
ろ
に
帰
ら
れ
た
。
昨
日
の

「
山
押
」
に
驚
き
、
弥
左
衛
門
へ
暇
乞
い
を
せ
ず
に
上
宿
へ
逃
げ
て
い
た
。
心
配
し
て

い
る
の
で
は
と
後
悔
し
て
い
た
が
、
次
第
に
水
も
高
く
な
り
、
道
を
通
行
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
水
が
引
く
ま
で
待
っ
た
。
夜
前
は
寝
ず
に
水
難
除
け
の
祈
祷
を
し
て
い
た
と

話
が
あ
っ
た
。

二
七
日
に
は
、
段
々
水
も
引
い
て
、
家
の
危
険
も
な
く
な
っ
て
家
内
も
集
ま
り
、
よ

う
や
く
生
き
た
心
地
が
し
た（
七
〇
五
頁
）。

　
　
　
（
二
）　

枝
郷
の
状
況

一
方
、
枝
郷
の
村
々
は
ど
う
な
っ
た
か
、
通
用
が
な
い
の
で
、
弥
左
衛
門
は
心
配
し

て
い
た
。
よ
う
や
く
水
が
引
き
、
川
越
し
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
諸
方
か
ら
注
進
が

到
来
し
た
。

射
水
樋
橋
の
上
を
二
・
三
尺
の
水
が
越
え
、
橋
半
分
が
流
失
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は

丈
夫
な
橋
で
大
抵
の
洪
水
で
は
落
ち
な
か
っ
た
。
樋
橋
は
、
村
用
の
水
湯
の
用
水
で

あ
っ
た
。
以
前
は
小
橋
で
あ
っ
た
が
、
近
年
弥
左
衛
門
が
発
端
と
な
っ
て
大
橋
に
し

た
。
そ
れ
は
小
橋
で
は
牛
馬
を
引
く
こ
と
が
で
き
ず
、
湯
治
人
の
荷
物
を
付
け
た
人
足

が
川
向
い
に
馬
を
つ
な
い
で
荷
を
背
負
い
越
し
、
水
高
の
と
き
に
は
馬
を
つ
な
い
で
お

い
て
、
泊
り
の
人
足
は
宿
を
取
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
水
・
合
海
の
者
や
御
家
中
様

の
荷
送
り
す
る
者
た
ち
は
特
に
難
儀
し
て
い
た（
七
〇
五
頁
）。
な
お
、
春
に
向
い
の
田

面
へ
肥
料
を
越
す
の
も
大
変
難
儀
で
あ
っ
た
の
で
、
大
橋
と
な
れ
ば
「
雪
車（
そ
り
）」

で
引
き
越
し
て
便
利
に
な
る
。
よ
っ
て
藩
へ
人
足
を
願
い
出
て
大
橋
に
し
た
。
九
〇
〇

人
ほ
ど
か
か
っ
た
。

村
下
も
小
松
淵
は
狭
い
と
こ
ろ
で
、
川
水
が
つ
か
え
、
田
地
は
残
ら
ず
「
砂
押
」
と

な
り
、
そ
の
他
に
田
地
の
損
耗
が
数
か
所
、
道
は
「
大
痛
」
と
な
り
、
人
馬
の
通
行
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
人
馬
に
怪
我
は
な
か
っ
た
。

荒
屋
敷
で
は
、「
大
堰（
堀
）揚
け
口
」
よ
り
蛇
沼
の
上
ま
で
「
山
落
」
四
八
か
所
あ

り
、「
大
痛
」
の
場
所
は
、
山
よ
り
川
敷
ま
で
突
き
出
し
、
普
請
も
で
き
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
ま
だ
山
は
危
な
く
見
え
る
の
で
、「
山
落
」
の
箇
所
を
見
分
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
き
た
。

瀧
野
沢
・
沼
ノ
台
で
は
、
至
る
所
で
堤
桁
が
落
ち
、
田
地
も
「
山
落
」
が
大
変
で

き
、
堤
根
通
り
は
残
ら
ず
破
損
し
、
橋
は
一
五
橋
が
流
失
し
た
と
い
う
。

平
林
村
で
は
、
新
開
の
田
地
は
残
ら
ず
流
失
し
、
新
田
堰
根
は
「
大
痛
」
に
な
っ
た

が
、
人
馬
に
怪
我
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、「
先
年
酉
」（
文
政
八
年
か
）三
月
に

「
山
落
」
が
あ
り
、
九
軒
の
家
を
埋
め
、
田
畑
と
も
に
「
山
押
」
と
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
川
向
い
の
吉
左
衛
門
林
を
切
り
開
き
、
屋
敷
を
つ
く
り
、
藩
よ
り
手
当
を
受
け
て

引
っ
越
し
て
、
新
村
を
立
て
た
。
用
水
堰
は
上
山
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
水
を
引
き
、

大
木
を
伐
り
、
堰
を
立
て
、
畑
を
開
き
、
住
居
二
軒
ず
つ
が
村
方
無
尽
を
し
て
引
っ
越

し
た
。「
御
盛
下
」
を
毎
年
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
新
宅
も
で
き
た
。
弥
左
衛
門
の
実

父
は
、
特
に
難
儀
し
て
い
た
。
親
が
病
死
し
た
後
、
同
村
は
田
地
が
不
足
し
て
、
ど
う

し
て
も
「
暮
方
」
が
難
儀
で
あ
る
の
で
、「
田
水
堰（
堀
）根
」
を
見
立
て
「
縄
繾
」
し

て
、「
山
押
」
の
場
所
を
切
り
開
き
、
新
田
開
発
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

柳
淵
村
で
は
、
大
兵
衛
と
い
う
者
の
後
ろ
が
「
山
押
」
と
な
っ
て
、
家
の
半
分
が
潰

れ
に
な
っ
た
。
田
地
・
家
の
下
通
り
が
「
大
痛
」
と
な
り
、
畑
が
大
層
崩
れ
た
が
、
人

馬
に
怪
我
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
道
の
通
行
が
で
き
な
い
場
所
は
、
早
速
御
普
請
を
お

願
い
し
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
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折
渡
村
で
は
、
居
屋
敷
が
竪
横
に
割
れ
、
川
の
方
へ
押
し
出
し
、
五
軒
の
者
た
ち
が

逃
げ
出
し
て
、
人
馬
に
怪
我
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
折
渡
村
は
、
前
年（
天
保
三
年
）春

か
ら
「
ゆ
る
き
」
が
危
な
く
、
御
見
分
を
受
け
て
、
巳（
天
保
四
年
）の
春
中
に
須
子
と

い
う
と
こ
ろ
へ
屋
敷
替
え
を
し
て
引
っ
越
し
て
い
た
。
藩
か
ら
手
当
が
あ
っ
て
二
軒
は

家
作
が
で
き
、
巳（
天
保
四
年
）の
夏
中
に
一
軒
「
地
形
引
」
い
た
し
、
年
々
引
越
す
る

は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
凶
作
の
た
め
、
仙
台
へ
家
内
中
で
行
っ
た
が
、

疫
病
に
て
病
死
し
た
。
女
た
ち
は
帰
っ
た
が
、
二
軒
と
も
潰
れ
に
な
っ
た
。

本
郷
で
は
、
本
家
も
田
地
の
過
半
は
流
失
し
、
手
前
の
田
地
も
諸
方
で
三
五
〇
〇
〜

三
六
〇
〇
苅
、
苗
代
数
一
七
枚
で
「
山
押
」
や
川
欠
と
な
っ
た
。
凶
作
前
は
、
古
来
よ

り
山
崩
れ
ま
た
は
洪
水
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
油
断
な
く
飢
饉
の
心

掛
け
を
す
る
よ
う
に
弥
左
衛
門
は
記
し
て
い
る（
七
〇
六
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
弥
左
衛
門
の
も
と
に
は
枝
郷
ご
と
に
注
進
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
枝
郷

は
、
大
洪
水
や
山
崩
れ
の
被
害
に
遭
い
、
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
折
渡
村
の
よ

う
に
地
盤
の
緩
み
を
事
前
に
確
認
し
て
移
転
し
て
い
た
枝
郷
も
あ
り
、
疫
病
に
よ
る
死

者
を
除
い
て
は
、
死
者
や
怪
我
人
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四　

南
山
村
の
救
済
と
庄
屋
役

　
　
　
（
一
）　

普
請
と
年
貢
・
諸
役

そ
の
後
の
天
保
四
年（
一
八
三
三
）の
状
況
を
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
か
ら
み
て

い
こ
う
。
七
月
晦
日
に
も
大
雨
が
あ
り
、
ま
た
八
月
朔
日
に
大
洪
水
と
な
り
、
役
屋
前

の
長
出
し
が
一
二
間
流
失
し
、
誠
に
八
朔
の
祝
い
も
苦
々
し
い
。
八
月
八
日
に
は
月
山

に
白
く
雪
が
降
り
、
田
畑
は
青
く
実
り
が
な
く
、
洪
水
以
後
は
穀
物
の
値
段
が
引
き
上

が
り
、
売
買
が
な
い
。
各
所
へ
尋
ね
た
が
、「
払
米
」
は
な
か
っ
た
。
藩
へ
願
い
上
げ
、

代
金
を
調
達
し
、
米
三
〇
俵
が
叶
い
、
米
坂
村
よ
り
入
米
し
、
蔵
岡
村（
現
、
最
上
郡
戸

沢
村
）で
受
け
取
っ
た
。
徐
々
に
一
五
俵
、
一
〇
俵
ず
つ
入
っ
て
き
た
が
、
間
に
合
わ

ず
、
七
〇
俵
を
希
望
し
て
、
ひ
と
ま
ず
代
金
と
し
て
金
三
九
両
を
村
中
か
ら
才
覚
を
し

て
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
郡
奉
行
の
下
田
尉
作
が
庄
内
の
下
げ
米
の
内
か
ら
引
き
上
げ

て
、
村
々
の
「
現
小
屋
」
へ
「
払
米
」
を
下
付
し
た
。
ひ
と
ま
ず
の
飯
米
の
心
当
て
が

村
々
に
で
き
た
。

ま
た
、
大
洪
水
や
「
山
崩
」
の
被
害
に
対
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な
い
場
所

居村勤 他村詰 合計 才領組頭
本郷・枝郷所々普請 542 1300 1842 49
本郷役屋前百足出し
木遠田村締切 226 500 726 8

本郷・枝郷橋々普請 扶持なし ─ 400 ─
本郷・枝郷堤桁落繕い普請入用 280 590 870 9

〔表１〕　普請人足� （人）

出典：『日本庶民生活史料集成』7巻（三一書房、1970年）706 ～ 707頁

に
つ
い
て
、
郡
奉
行
か
ら
仰
せ
渡
し
が
あ
り
、
普
請

に
取
り
掛
か
っ
た
。
屋
敷
周
り
の
杉
を
伐
っ
て
用
木

と
し
た
。
人
足
に
つ
い
て
は〔
表
1
〕に
ま
と
め
た
。

本
郷
・
枝
郷
の
橋
の
普
請
は
村
人
で
勤
め
た
が
、
そ

の
他
の
普
請
は
、
自
村
と
他
村
と
で
共
同
で
人
足
を

出
し
た
。
概
ね
自
村
の
人
足
数
に
対
し
て
、
そ
の
二

倍
以
上
の
人
足
数
を
他
村
が
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る（
七
〇
六
頁
）。
基
本
的
に
は
自
普
請
で
行
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
御
普
請
の
要
素
は
確
認
で
き
な
い
。

田
畑
と
も
に
一
円
に
青
立
ち
、
赤
い
物
は
な
い
。

山
根
通
り
の
菜
・
大
根
・
大
小
豆
・
蕎
麦
な
ど
の
山

畑
は
「
山
押
」
と
な
っ
た
の
で
、
ど
う
に
も
命
を
つ

な
ぐ
心
当
て
も
な
く
、
雪
の
降
る
ま
で
に
根
を
掘

り
、
家
内
中
の
難
行
・
苦
行
に
対
す
る
手
立
て
が
な

か
っ
た（
七
〇
七
頁
）。

当
然
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
年
貢
・
諸
役
の



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
〇

納
入
も
困
難
で
あ
っ
た
。
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

〔
史
料
1
〕

一
、
米
百
二
十
三
石
五
斗
八
升
五
合
五
夕

此
表
三
百
五
十
三
表
三
升
五
合
五
夕　
内
三
百
十
表
壱
斗
五
升
九
合
五
夕
九
才　

田
方

同
四
十
二
表
二
斗
二
升
五
合
九
夕
七
才　

畑
方

　

田
畑
七
割
八
厘
田
方
八
割
六
厘

一
、
同
二
百
五
十
表
壱
升
八
合
八
夕
九
才　

願
石
の
高

　
　
　
　

内
十
七
表
壱
斗
七
升
六
合
三
夕
九
才　

御
代
官
様
御
減
七
厘

　

残
二
百
三
十
二
表
壱
斗
九
升
二
合
五
才

　
　
　
　
　

内
六
表
三
斗
三
升
八
合
四
夕
四
才　

御
廻
様
御
減
の
分
追
て
枝
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
伝
治
扱
米
に
被
成
下
候

　

惣
残
百
二
十
六
表
三
斗
七
合
四
夕

　
　
　
　
　

内
十
表　
　
　

雑
穀
御
代
米
に
引

　
　
　
　
　

同
三
十
五
表　

春
中
よ
り
土
肥
引
方
に
請
合
人
足
扶
持
の
分

　
　
　
　
　

同
三
十
表　
　

種
籾
拝
借
代
米
の
分

　
　
　
　
　

同
五
十
表　
　

定
例
現
小
屋
御
米
の
分

　
　
　
　
　

同
二
表　
　
　

西
の
御
在
人

　
　

小
以
〆
百
二
十
七
表

　
　
　
　
　

外
に
六
表
半　

含
米
の
分

　
　
　
　

払
過
七
表
半

一
、
米
納
二
十
五
表　
　
　

去
辰
年
表
夫
食
拝
借
米
延
納
御
叶

一
、
御
買
綿
半
納　
　
　
　

一
、
糀
御
運
上
延
納
御
叶

一
、
鉄
炮
御
運
上
延
納　
　

一
、
馬
形
銭
延
納

一
、
湯
運
上
の
内
四
貫
八
百
四
十
文
上
納
残
延
納

南
山
村
で
は
、
年
貢
を
一
部
納
入
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
減
免
や
延
納
が
認
め
ら
れ
た
。「
去
辰
年
」（
天
保
三
年
）の
夫
食
借
用
米
の
返
済
も
延

納
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
諸
役
も
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
湯
運
上
は
枝
郷
の

肘
折
温
泉
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
二
）　

粥
の
施
行

天
保
四
年（
一
八
三
三
）一
二
月
か
ら
翌
五
年
二
月
ま
で
村
方
に
は
飢
渇
の
家
が
あ
っ

た
。
庄
屋
の
弥
左
衛
門
は
、
二
・
三
升
ず
つ
毎
日
貸
し
付
け
、
自
ら
の
家
内
の
者
た
ち

が
食
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、朝
か
ら
食
わ
ず
に
来
た
と
い
う
者
が
あ
り
、

雪
中
を
空
腹
で
帰
し
て
は
危
う
く
見
え
、
家
内
の
昼
食
の
つ
も
り
で
煮
て
お
い
た
粥
を

食
わ
せ
、
家
内
で
食
べ
る
分
が
足
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
煮
て
い
て
も
、
夕
飯
頃
に

は
粥
が
で
き
ず
、
家
内
の
女
た
ち
は
腹
を
へ
ら
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
袋
叺
を
持
っ

て
き
た
者
に
は
二
・
三
升
ず
つ
貸
し
た（
七
〇
七
〜
七
〇
八
頁
）。

ま
た
、
毎
日
三
〇
・
四
〇
人
く
ら
い
が
蔵
方
に
詰
め
て
い
た
。
小
役
の
諸
給
米
も
七

分
取
立
の
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
が
、
皆
無
の
年
で
あ
っ
た
の
で
、
一
向
に
納
入
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
取
立
分
に
つ
い
て
は
、
村
方
へ
二
・
三
升
ず
つ
毎
日
渡
し
て
い
き
、
二

月
中
ま
で
に
払
い
切
っ
た
。「
舟
米
定
番
」・
小
走
・
筆
取
の
諸
給
米
も
弥
左
衛
門
が
立

て
替
え
、
春
中
に
渡
し
た
。
そ
の
他
、
名
子
出
入
金
・
江
戸
出
入
金
と
い
う
諸
役
銭
も

残
ら
ず
弥
左
衛
門
が
立
て
替
え
て
上
納
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
は
、「
午
の
年
」（
天
保
五

年
）に
村
方
よ
り
返
済
さ
れ
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
返
済
は
な
か
っ
た
。
す
べ
て

立
て
替
え
た
分
は
、
損
耗
と
な
っ
た
。
ま
た
、
才
覚
し
た
種
籾
も
同
様
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
弥
左
衛
門
は
「
村
方
あ
っ
て
の
庄
屋
な
り
」
と
し
て
、
自
分
の
才
覚
で
借

銭
し
た
分
も
無
益
に
遣
い
捨
て
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
飢
渇
の
た
め
に
施
行
し
た
。

は
じ
め
か
ら
施
行
と
い
う
と
、
我
も
我
も
と
大
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
組
頭
が
願

（
27
）



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
一

書
を
つ
く
り
、
来
秋
中
に
組
頭
が
必
ず
取
り
立
て
て
返
済
す
る
と
い
う
書
付
に
し
た

が
、
内
々
に
穿
鑿
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
て
、
実
は
取
り
立
て
る
つ
も
り
に
は
な
か
っ
た

と
し
て
い
る
。
村
方
で
質
草
が
な
く
と
も
、
餓
死
に
な
り
そ
う
な
者
だ
け
を
日
々
救
済

し
た
。
そ
の
他
、
味
噌
や
塩
な
ど
ま
で
有
り
合
わ
せ
次
第
に
施
行
し
た（
七
〇
八
頁
）。

施
行
の
心
構
え
と
し
て
貴
重
な
考
え
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
弥
左
衛
門
が
記
し
た
粥
施
行
を
ま
と
め
て
お
こ
う〔
表
2
〕。
後
述
す
る
小

屋
の
借
宅
し
た
者
た
ち
以
外
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
四
年
一
〇
月
二
日
か
ら

翌
五
年
八
月
五
日
ま
で
の
粥
施
行
に
つ
い
て
、
村
名
・
名
前
と
期
間
を
列
記
し
て
い

る
。
多
く
が
庄
屋
を
勤
め
る
南
山
村
の
本
郷
・
枝
郷
の
村
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
一
〇
日
と
い
う
短
期
間
の
者（
沼
ノ
台
村
万
助
）か
ら
約
五
か
月
の
長
期
間
の
者（
荒

屋
敷
村
平
次
内
の
岩
喜
親
子
）ま
で
多
様
で
あ
っ
た
。
先
の
心
構
え
の
よ
う
に
、
粥
の
手

配
と
飢
人
た
ち
の
実
態
に
合
わ
せ
て
施
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
三
）　

食
糧
と
薬

一
方
で
、
柿
崎
弥
左
衛
門
は
食
糧
と
薬
に
つ
い
て
藩
へ
願
い
出
る
。
食
糧
と
し
て

は
、
御
林
や
雑
山
の
中
か
ら
枝
皮
の
食
用
の
た
め
に
松
一
〇
〇
〇
本
の
利
用
を
願
い
出

た
。
あ
わ
せ
て
、
薬
一
四
〇
貼
を
願
い
出
る
。
こ
の
薬
は
、「
大
便
閉
」（
し
り
つ
ま
り
）

の
た
め
の
薬
で
あ
る
と
い
う
。「
悪
食
」
の
た
め
大
小
便
の
不
通
の
者
た
ち
が
お
り
、

近
く
に
医
者
も
お
ら
ず
、
雪
中
で
は
仕
方
が
な
い
の
で
、
薬
を
頂
戴
し
て
組
頭
宅
に
置

い
て
お
い
て
、
火
急
の
時
に
は
利
用
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
藩
で
は
、
御
典
薬

の
古
河
北
文
老
に
命
じ
て
調
合
さ
せ
、
早
速
代
官
が
南
山
村
に
持
参
し
た（
七
〇
八
頁
）。

枝
郷
で
は
、「
大
便
閉
」
が
大
勢
い
て
、
縄
に
掛
り
二
〜
三
日
も
病
ん
だ
後
に
は
、

「
惣
身
」
が
腫
れ
て
悩
み
甚
だ
し
く
、
糞
は
か
た
ま
っ
て
下
ら
な
い
。
弥
左
衛
門
は
、

天
明
の
飢
饉
に
お
い
て
、
そ
の
た
め
に
命
を
落
と
す
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
幼
少
の
頃

に
聞
い
て
い
た
の
で
、
願
い
上
げ
た
と
い
う
。
そ
の
通
り
と
な
っ
て
、
一
一
月
か
ら

二
月
に
至
り
、「
悪
食
」
を
し
た
者
は
、
大
勢
「
大
便
閉
」
に
難
儀
し
て
い
た
。
雪
中

や
吹
雪
の
時
あ
る
い
は
夜
中
な
ど
医
者
が
い
け
な
い
時
に
は
、
組
頭
か
ら
施
薬
し
て

も
ら
い
、
一
回
服
用
す
る
と
、
早
速
大
便
が
下
っ
て
全
快
と
な
っ
た
。
窮
民
た
ち
は

喜
び
、「
御
上
の
難
有
事
を
生
界（
涯
）忘
れ
不
申
」
な
ど
と
言
っ
た
と
い
う
。
代
官
の

話
で
は
、
先
例
の
な
い
願
い
で
、
世
間
に
も
類
な
き
願
い
で
あ
っ
た
の
で
、
ど
う
か
と

枝郷等 名前 開始～終了 日数
本郷 小屋権兵衛 天保5年6月朔日～ 8月 ─

勘十郎 天保5年7月3日～ 8月5日 ─
柳淵村 金六子供金七 天保5年3月21日～ 7月25日 ─
深沢村 与助 天保5年5月～ 7月25日 ─
肘折村 半兵衛 天保5年正月10日～ 3月4日 48

仁右衛門 天保5年3月節句～ 21日 19
仁作 天保5年5月～ 7月13日 ─

荒屋敷村 平次内岩喜親子両人 天保4年10月2日～天保5年3月4日 146
万四郎 天保5年7月24日～ ─

一本松村 三太郎 ─ 15
兵四郎祖父 天保5年7月3日～ 8月5日 ─
惣十郎 天保5年7月3日～ 8月5日 ─
三太郎 天保5年7月3日～ 8月5日 ─

沼ノ代村 万助 天保5年3月17日～ 26日 10
平林村 五郎七 天保5年正月～ 15
角川村 おちよ 天保4年11月～天保5年6月26日 ─
須子 清吉 天保5年7月3日～ 8月5日 ─

〔表2〕　弥左衛門の施粥

出典：『日本庶民生活史料集成』7巻（三一書房、1970年）715 ～ 716頁



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
二

思
っ
た
が
、
数
度
に
わ
た
る
願
い
で
あ
っ
た
の
で
叶
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
七
〇
八

〜
七
〇
九
頁
）。

ま
た
、
弥
左
衛
門
は
、
食
糧
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、
松

の
皮
を
挙
げ
る
。
生
皮
を
剥
ぎ
取
り
、
炭
水（
あ
く
）で
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
て
、

細
か
く
刻
む
。
こ
の
製
法
は
、
沼
ノ
台
村
の
組
頭
勘
右
衛
門
が
最
上
へ
態
々
行
っ
て
見

習
っ
て
き
た
の
で
、
弥
左
衛
門
宅
へ
呼
び
寄
せ
て
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
よ
い
食
用
と

な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
す
べ
て
の
枝
郷
の
組
頭
を
呼
ん
で
、
松
皮
餅
を
搗
い
て
振
る

舞
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の
方
法
を
覚
え
て
各
組
下
へ
伝
え
た
た
め
、村
方
で
用
い
ら
れ
た
。

入
念
に
製
す
れ
ば
腹
中
に
障
り
は
な
い
と
す
る
。

他
に
も
弥
左
衛
門
は
、
食
用
に
で
き
る
も
の
と
し
て
「
と
こ
ろ
」（
野
老
）、「
山
牛
蒡

の
葉
」、「
百
合
」、「
萱
福
豆
」、「
ふ
き
」、「
あ
さ
み
」、「
て
い
し
の
葉
」、「
よ
も
ぎ
」、

「
が
ざ
葉
」、「
か
ら
す
瓜
の
根
」、「
水
菜
」、「
ひ
え
」、「
菜
大
根
種
」、「
楢（
し
た
）の
実
」、

「
栩
」（
と
ち
）、
栗
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
製
法
を
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
食
用
に
な

る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（
七
〇
九
頁
）。

　
　
　
（
四
）　

蕎
麦
の
備
荒
貯
蓄

食
糧
と
い
う
こ
と
で
は
、
備
荒
貯
蓄
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
。
弥
左
衛

門
た
ち
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
「
備
そ
ば
」
を
貯
え
た
い
と
藩
に
申
し
出
て
き
た
が
、
容

易
に
は
で
き
な
い
た
め
話
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
た
。
鈴
木
志
兵
衛（
藩
役
人
か
）か
ら
は
、

雑
穀
の
備
え
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
時
期
尚
早
で
あ
り
、
我
々
か
ら
の
指
図
を
待
つ

よ
う
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
。
弥
左
衛
門
は
、
私
の
家
内
に
は
大
勢
が
お
り
、
蕎
麦
で
も

備
え
て
お
き
た
い
と
思
う
が
、
飢
饉
と
な
れ
ば
親
類
な
ど
で
も
備
え
て
い
な
け
れ
ば
、

我
々
ば
か
り
の
食
用
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、
我
々
の
備
え
で
は
少
な

く
、
村
中
で
備
え
た
い
と
考
え
た
が
、
未
だ
に
開
始
で
き
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る

（
七
四
六
頁
）。

そ
の
後
、
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）に
村
役
人
た
ち
と
相
談
し
て
、
凶
作
の
備
え
に

し
よ
う
と
蕎
麦
の
備
蓄
を
開
始
し
た
。
父
か
ら
聞
い
た
天
明
三
年（
一
七
八
三
）の
凶
作

の
話
と
、宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）の
凶
作
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
豊
年
瑞
相
記
」
の
読
書

と
い
う
見
聞
に
よ
り
飢
饉
が
心
配
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
材
木
は
弥
左
衛
門
の
内
林

の
杉
を
供
出
し
、
本
郷
・
枝
郷
七
か
村
へ
一
つ
ず
つ
蕎
麦
蔵
を
建
て
た
。
休
日
に
蕎
麦

を
蒔
き
、
種
の
な
い
者
に
は
種
を
手
配
し
、
軒
別
に
一
俵
半（
一
石
）ず
つ
蕎
麦
蔵
に
収

納
し
た
。
夏
の
休
日
に
は
寄
り
合
っ
て
虫
干
を
し
、
利
息
な
し
で
夫
食
と
し
て
貸
し

付
け
、
秋
の
新
蕎
麦
と
取
り
替
え
て
積
み
置
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
〜
四
年
間
で

三
四
〇
〜
三
五
〇
俵
を
備
蓄
し
た
。
八
〜
九
年
中
に
は
一
〇
〇
〇
俵
の
備
蓄
に
し
よ
う

と
し
て
い
た
が
、
天
保
四
年
を
迎
え
て
し
ま
い
、
年
の
暮
れ
ま
で
に
残
ら
ず
渡
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
際
、
村
人
た
ち
は
、
前
年
に
積
み
立
て
た
と
き
に
は
「
無
用
の
貯
へ
」

と
思
っ
て
い
た
が
、
今
受
け
取
っ
て
持
ち
出
す
と
き
に
は
、
も
う
少
し
余
計
に
入
れ
て

お
け
ば
と
悔
や
む
者
も
あ
っ
た
と
い
う（
七
〇
二
〜
七
〇
三
頁
）。

南
山
村
で
の
「
蕎
麦
備
」
は
、
藩
の
了
承
も
得
て
、「
備
蕎
麦
」
を
蒔
く
よ
う
仰
せ

付
け
ら
れ
、
山
沢
の
村
々
で
蕎
麦
が
蒔
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
庄
内
酒
田
の
白
崎
氏
へ

伝
え
ら
れ
、
二
巻
の
書
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
備
荒
録
」
と
い
い
、
一
関
の
建
部

清
庵
の
編
ん
だ
本
で
、
飢
饉
の
凌
ぎ
方
を
記
し
、
そ
の
中
に
凶
歳
に
食
と
な
る
木
を
多

く
植
え
る
と
、
一
〇
年
後
に
は
飢
饉
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
飽

き
れ
ば
飢
饉
を
忘
れ
、
暖
れ
ば
寒
を
忘
る
ゆ
へ
に
其
備
を
な
さ
ず
」
と
こ
の
本
に
も
書

か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る（
七
四
六
頁
）。

（
28
）

（
29
）

（
30
）



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
三

　
　
　
（
五
）　

小
屋
の
借
宅

新
庄
藩
で
は
、「
御
救
小
屋
」
を
い
く
つ
か
掛
け
て
い
た
が
、
柿
崎
弥
左
衛
門
も
自

宅
近
辺
に
小
屋
を
掛
け
て
い
た
。
次
第
に
大
勢
が
集
ま
り
、
盆
前
に
は
七
〇
余
人
に
も

な
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
飯
料
を
配
る
こ
と
が
で
き
ず
、
味
噌
も
高
騰
し
、
手

配
が
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
役
方
の
戸
沢
平
太
夫
・
門
屋
角
太
夫
の
廻
村
が
あ
り
、
歎
願

し
た
。
弥
左
衛
門
は
村
人
た
ち
の
た
め
に
小
屋
を
掛
け
、
下
河
原
に
も
倅
が
小
屋
を
二

つ
掛
け
て
い
た
。
村
内
で
は
、
そ
の
他
に
も
畑
や
川
岸
に
自
分
で
小
屋
を
掛
け
て
い
る

者
が
大
勢
い
た
と
す
る
。
ど
う
に
も
飯
料
を
才
覚
す
る
手
立
て
も
尽
き
、
二
日
間
「
渡

米
」
も
な
く
当
惑
し
て
い
る
。
米
を
頂
戴
し
当
分
の
間
を
凌
げ
れ
ば
、
根
掘
に
取
り
掛

か
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
を
凌
ぎ
た
い
と
願
い
出
た
。
早
速
、
米
四
俵
を

手
配
し
て
く
れ
た
。

こ
の
石
数
は
一
石
四
斗
六
升
六
合
六
夕
五
才
と
な
り
、
そ
の
う
ち
吉
兵
衛
・
勘
十

郎
・
金
兵
衛
・
嘉
平
治
・
弥
助
の
五
名
へ
三
〜
五
升
を
人
高
に
応
じ
て
渡
し
た
。
こ
れ

は
、
病
気
の
た
め
小
屋
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
る
と
す
る
。
残
り
を
小
屋
の

者
た
ち
の
六
六
人
へ
七
月
二
六
日
ま
で
一
人
に
つ
き
一
合
ず
つ
渡
し
た
。
他
に
、
足
し

米
と
し
て
一
合
五
夕
ず
つ
、
味
噌
・
塩
を
弥
左
衛
門
か
ら
施
行
し
た
。
ま
た
、
病
人
た

ち
に
は
清
水
町（
現
、
最
上
郡
大
蔵
村
）医
者
の
海
藤
玄
曜
老
に
頼
み
、
日
々
見
舞
い
、
施

薬
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ら
小
屋
に
い
る
者
た
ち
は
、
盆
中
ま
で
小
屋
に
居
た
。
次

第
に
蕨
も
採
れ
、
根
も
少
し
ず
つ
掘
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
帰
宅
し
て
い
っ
た

（
七
一
五
頁
）。

弥
左
衛
門
は
、
三
月
節
句
か
ら
小
屋
へ
来
た
者
た
ち
を
列
記
し
て
い
る〔
表
3
〕。
た

だ
し
、
付
け
落
ち
も
多
く
、
混
乱
し
て
い
て
書
き
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
す
る（
七
一
六
頁
）。
前
述
し
た
山
崩
れ
の
被
害
が
多
か
っ
た
枝
郷
の
荒
屋
敷
村
・
滝

ノ
沢
村
・
沼
ノ
台
村
・
平
林
村
の
者
た
ち
が
多
く
み
ら
れ
る
。
自
宅
が
山
崩
れ
の
被
害

に
遭
い
、
庄
屋
の
掛
け
た
小
屋
に
避
難
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
六
）　

寺
院
境
内
林
の
「
払
木
」

食
糧
や
住
居
へ
の
対
応
に
続
い
て
は
、
金
銭
の
た
め
の
「
払
木
」
に
つ
い
て
み
て
み

枝郷 名前

柳淵村
喜七親子、孫七ばば、孫七、喜七子供、盲喜七娘、久三
郎女房子供両人、孫惣母、孫七女房子供、金六女房同人
子供、金次子供

五十目村 惣十郎女房孫両人

肘折村
久兵衛親子、伊之助両人、次兵衛、太兵衛親、伝八親、
伊之助内ふみ、松之助家内4人、弘吉、五兵衛内専助女
房同人内お岩、宇七、伝八娘

荒屋敷村 太郎兵衛親子、長七、藤四郎親子3人、長七子供熊之助、
金蔵、万四郎子供、万四郎弟岩吉

一本松村 三太郎

滝ノ沢村

平助・市十郎親子、嘉平次親子・長助親子、六兵衛、長
助祖父、六兵衛祖父、弥助祖父、平七、喜平次内娘孫両
人、長助子供両人、喜平次親子3人、六兵衛母、平七子供、
弥助内盲女同人親、平七女房同人子供両人、六兵衛両人
同弥助女房両人、長助親子、仁左衛門娘、太左衛門母孫
両人、太次郎親子

沼ノ台村 半七、久七、勇助母、徳右衛門女房親子、半七、七蔵子供、
勇助子供、秋助、半七子供、徳次

折渡村 清吉、新内親子

平林村
斎兵衛・勘九郎、次右衛門、次右衛門子供卯吉、次助、
勘九郎子供両人、次右衛門娘、与平次娘、勘九郎親父、
吉右衛門母

〔表3〕　弥左衛門の小屋借宅

出典：『日本庶民生活史料集成』7巻（三一書房、1970年）715 ～ 716頁
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六
四

よ
う
。
ま
ず
、
次
の
史
料
を
掲
げ
る
。

〔
史
料
2
〕

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

五
葉
松

一
、
松
木
千
本　

当
時
山
の
内
に
て
伐
取
、
他
所
払
無
運
上
に
御
叶
被
成
下
度
奉

願
上
候

一
、
薪
千
棚　
　

右
同
断

一
、
杉
千
本　
　

五
尺
廻
よ
り
三
尺
廻
り
ま
で
龍
泉
院
境
内

但
し
明
年
秋
よ
り
惣
旦
下
枝
立
三
千
本
、
根
払
共
に
惣
旦
共
仕
候
筈
、
本
山
へ

願
上
候
処
相
叶
の
分

〆右
は
当
夏
中
、
大
雨
・
洪
水
・
山
崩
・
川
欠
大
変
、
其
上
田
畑
皆
無
凶
作
に

付
、
初
秋
よ
り
根
掘
仕
候
て
相
凌
候
得
共
、
最
早
雪
下
に
相
成
候
得
ば
、
一
統

餓
死
可
仕
候
間
、
以
御
慈
悲
無
運
上
御
叶
被
下
置
度
偏
に
奉
願
上
候
、
以
上

　
　

巳
十
月

組
頭
印　
　
　

庄
屋
印　
　
　

　
　

茂
木
太
治
衛
門
様

歎
願
内
容
は
許
諾
を
得
た
た
め
、
射
水
村
の
佐
次
衛
門
に
庄
内
方
面
へ
向
か
っ
て
も

ら
い
、
山
師
を
探
さ
せ
た
が
、
全
く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、「
払
木
」
を
断
念

し
た
。
こ
の
よ
う
な
年
は
、
ど
こ
で
も
「
払
木
」
が
多
く
出
る
た
め
、
買
う
人
も
お
ら

ず
、
今
後
払
木
等
の
心
当
て
は
無
用
と
い
う
心
得
を
記
し
て
い
る
。
飢
饉
時
に
は
、
多

く
の
村
々
で
材
木
の
伐
採
に
よ
る
救
済
は
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
伐
採
作
業
を
す
る
山

師
も
手
配
し
に
く
く
、
た
と
え
伐
木
し
た
と
し
て
も
売
却
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
飢
饉
時
の
「
払
木
」
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。

五　

藩
主
と
役
人
の
廻
村

　
　
　
（
一
）　

米
穀
の
調
達

天
保
四
年
八
月
に
は
、「
痛
処
」
の
見
分
が
あ
っ
た
。
郡
奉
行
木
田
官
兵
衛
・
地
方

両
（
マ
マ
）人
溝
延
儀
大
夫
・
代
官
茂
木
太
治
右
衛
門
が
廻
村
し
た
。
八
月
三
日
に
は
柿
崎
弥
左

衛
門
宅
に
泊
り
、
四
日
に
柳
淵
で
お
昼
、
射
水
に
泊
り
、
五
日
に
荒
屋
敷
で
お
昼
、
沼

ノ
台
村
の
組
頭
勘
右
衛
門
宅
に
泊
り
、
六
日
に
再
び
弥
左
衛
門
宅
に
泊
り
、
七
日
に
清

水
町
に
移
っ
て
い
っ
た（
七
〇
六
頁
）。

藩
で
は
江
戸
で
御
一
門
方
に
無
心
し
た
と
こ
ろ
、
松
平
阿
波
守
か
ら
金
一
〇
〇
〇

両
・
米
一
〇
〇
俵（
五
斗
入
）
の
進
上
が
あ
り
、
酒
井
雅
楽
守
か
ら
米
二
五
〇
〇
俵

（
一
〇
〇
〇
石
）、
そ
の
他
に
も
親
類
方
よ
り
拝
借
で
き
た
。
買
米
し
た
分
と
合
わ
せ
て

一
万
俵
く
ら
い
酒
田
か
ら
本
合
海（
現
、
新
庄
市
）へ
差
船
が
あ
っ
た（
七
一
〇
頁
）。

殿
様
は
、「
御
国
民
御
案
事
」
と
し
て
公
儀
に
暇
を
願
い
、
江
戸
か
ら
国
元
へ
早
々

に
下
着
し
た
。
雪
中
な
が
ら
領
内
の
所
々
を
少
人
数
で
歩
行
し
て
廻
村
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
手
当
を
下
さ
れ
、
困
窮
の
者
た
ち
は
露
命
を
つ
な
ぎ
、
勿
体
な
い
こ
と
で
有
り
難

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
下
知
に
よ
り
役
方
の
廻
村
も
あ
っ
た
。
御
救
扶
持
が

村
々
へ
下
米
が
多
く
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
坂
・
越
後
で
明
春
に
米
を
調
達
す
る
た
め
、
資
金
が
不
足
し
て
い
る
の

で
、
町
在
の
者
た
ち
か
ら
才
覚
金
を
出
す
よ
う
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。
米
を
渡
さ
れ
る

の
は
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
、
な
る
べ
く
銘
々
で
調
達
し
て
上
納
し
た
。
南
山
村
か

ら
は
、
少
分
な
が
ら
金
二
七
両
三
分
二
朱
、
銀
二
匁
五
分
を
上
納
し
た
。
そ
の
内
訳

（
31
）



「
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保
年
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巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
五

は
、
弥
左
衛
門
か
ら
金
七
両
二
朱
・
銀
二
匁
五
分
、
射
水
村
武
右
衛
門
か
ら
金
七
両
、

射
水
村
佐
次
右
衛
門
か
ら
金
六
両
三
分
、
そ
の
他
金
二
朱
〜
一
両
ず
つ
で
あ
っ
た
。
翌

年
五
月
頃
に
大
坂
・
越
後
で
の
買
米
が
徐
々
に
酒
田
へ
着
船
し
た
。
そ
れ
よ
り
本
合
海

へ
毎
日
の
よ
う
に
米
が
着
岸
し
、
約
一
万
俵
く
ら
い
に
な
っ
た
。
役
方
が
本
合
海
へ
出

張
さ
れ
、
望
み
の
者
や
村
々
へ
は
、
庄
屋
の
切
手
を
持
参
す
れ
ば
払
い
が
あ
っ
た
。
一

俵
に
つ
き
代
金
一
両
ず
つ
、
現
小
屋
米
に
は
一
升
に
つ
き
一
四
〇
文
ず
つ
払
っ
た
。
旧

冬
に
お
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
金
銀
を
出
し
て
も
、
米
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
雑
穀
ま
で

一
升
た
り
と
も
払
う
人
は
な
か
っ
た
。
金
銀
を
持
っ
て
い
る
人
も
餓
死
す
る
状
況
に

あ
っ
た
が
、
手
配
さ
れ
た
大
坂
米
・
広
島
米
は
水
晶
の
よ
う
な
極
上
の
古
米
を
「
余
国
」

よ
り
下
値
で
調
達
し
、粥
に
煮
て
も
地
米
の
三
倍
に
増
え
た
。
小
前
の
者
た
ち
は
五
人
・

一
〇
人
で
寄
り
合
い
、
一
俵
を
調
達
し
て
も
、
日
々
買
う
の
は
自
由
で
あ
り
、
町
方
に

も
沢
山
の
米
が
あ
ふ
れ
、
馬
方
や
借
屋
の
者
た
ち
ま
で
銭
さ
え
あ
れ
ば
、
日
々
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
、
餓
死
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
。
家
中
の
月
割
米
も
西
丸
へ
合
海
よ
り

馬
で
御
蔵
入
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
搗
米
に
も
な
ら
な
い
悪
米
と
は
大
違
い
で
、
飯

料
の
余
り
は
町
方
へ
払
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
こ
ぬ
か（
粉

糠
）」
や
「
く
だ
け
」
な
ど
は
家
中
か
ら
貰
う
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
の
暮
れ
か
ら
こ

れ
ま
で
、
一
向
に
穀
物
の
売
買
は
な
く
、
銭
金
を
持
っ
て
い
て
も
売
る
人
は
な
く
、
ど

う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
金
持
ち
も
無
銭
の
者
も
同
様
に
餓
死
す
る
か
と
口
々
に
歎
い

て
い
た
が
、
夏
に
な
っ
て
買
入
米
や
親
類
方
よ
り
の
才
覚
米
が
毎
日
庄
内
よ
り
白
帆
の

船
で
最
上
川
を
登
っ
て
き
た
の
で
、
一
同
喜
悦
し
た
。
旱
魃
の
時
に
雨
が
降
っ
た
よ
う

に
、
人
気
が
よ
く
、
食
べ
な
い
う
ち
か
ら
下
腹
に
つ
よ
い
思
い
を
な
し
、
諸
人
の
元
気

が
引
き
立
っ
た
と
す
る（
七
一
〇
頁
）。

　
　
　
（
二
）　

藩
主
の
廻
村

天
保
五
年
四
月
九
日
か
ら
殿
様
の
廻
村
が
あ
っ
た
。
当
時
の
新
庄
藩
主
は
、
九
代
の

戸
沢
大
和
守
正
胤
で
あ
っ
た
。
川
口
郷（
現
、
最
上
郡
鮭
川
村
）よ
り
入
り
、
少
人
数
で
歩

行
に
よ
る
廻
村
で
あ
っ
た
。
九
日
は
、
中
渡
村（
現
、
最
上
郡
鮭
川
村
）庄
屋
の
荒
木
伊
左

衛
門
宅
に
止
宿
、
一
〇
日
は
大
風
雨
で
あ
っ
た
が
、
古
口
郷（
現
、
最
上
郡
戸
沢
村
）で
昼

休
、
角
川
村
庄
屋
の
斎
藤
才
治
宅
に
止
宿
、
一
一
日
は
長
倉
高
学
院
宅
で
昼
休
し
た
。

南
山
村
の
庄
屋
弥
左
衛
門
お
よ
び
組
頭
た
ち
は
、
柳
淵
村
の
上
片
倉
の
下
ま
で
出
迎
え

て
御
供
し
て
、
肘
折
村
へ
入
っ
て
八
ツ
半
時
に
到
着
し
た
。

肘
折
村
で
、
殿
様
は
武
右
衛
門
宅
に
止
宿
し
、
下
宿
は
半
助
・
佐
右
衛
門
・
佐
次
兵

衛
の
三
軒
で
、
代
官
・
手
代
衆
た
ち
は
佐
右
衛
門
宅
に
止
宿
し
た
。
夜
廻
り
番
に
火
の

用
心
を
申
し
付
け
、
寝
ず
の
番
を
し
た
。
温
泉
は
、
前
日
か
ら
替
え
て
お
い
て
、
下
の

湯
・
瀧
湯
・
上
の
新
湯
の
三
か
所
と
し
た
。
弥
左
衛
門
も
、
そ
の
夜
は
寝
ず
に
勤
め
た

と
い
う
。

火
急
の
廻
村
で
あ
っ
た
の
で
、
道
や
橋
な
ど
も
手
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
到
着

し
た
と
き
に
手
土
産
と
し
て
、
肘
折
村
へ
米
金
が
下
付
さ
れ
た
。
代
官
か
ら
村
方
が
呼

び
出
さ
れ
、
銘
々
へ
割
り
渡
さ
れ
た
。
飢
渇
の
者
た
ち
は
、「
地
獄
に
て
仏
」
と
し
て
、

こ
の
よ
う
に
有
り
難
い
こ
と
は
「
夢
に
不
存
」
と
い
う
。
そ
れ
で
味
噌
や
飯
米
を
調
達

し
て
、
当
分
飢
え
を
凌
い
だ
。

四
月
一
二
日
に
は
、
朝
飯
後
に
地
獄
倉
へ
参
詣
し
た
。
天
気
が
よ
く
、
奥
の
院
で
し

ば
ら
く
休
息
し
た
。
そ
の
後
、
湯
の
台
へ
登
り
、
大
堰
を
見
分
し
、
湯
の
台
村
に
て
殿

様
は
組
頭
与
三
郎
宅
で
板
の
間
に
畳
を
重
ね
て
昼
休
と
し
た
。
下
宿
と
し
て
、
郡
奉
行

が
七
兵
衛
宅
、
代
官
が
仙
助
宅
、
医
者
・
手
廻
り
が
善
右
衛
門
宅
で
昼
休
し
た
。
そ
れ



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
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済

六
六

か
ら
、
升
玉
村
へ
向
か
い
、
仮
茶
屋
を
掛
け
、
根
餅
を
献
上
し
た
。
御
供
廻
り
ま
で
残

ら
ず
差
し
上
げ
た
。
そ
の
後
、
荒
屋
敷
村
を
経
て
、
沼
野
台
村
大
沼
へ
参
詣
が
あ
っ

た
。
不
意
で
あ
っ
た
た
め
、
別
当
三
明
院
は
不
在
だ
っ
た
が
、
後
か
ら
来
て
先
達
を
勤

め
、
金
二
朱
の
下
付
が
あ
っ
た
。

徳
右
衛
門
と
い
う
者
が
家
内
中
の
疫
病
の
状
況
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
医
者
の
牧

文
誓
が
仰
せ
付
け
ら
れ
、
家
内
四
人
の
病
人
た
ち
へ
薬（
人
参
二
匁
）を
下
さ
れ
た
。
後

日
、
こ
の
時
の
病
人
た
ち
は
全
快
し
た
。

そ
の
後
、
弥
左
衛
門
宅
に
殿
様
一
行
が
到
着
し
た
。
八
畳
敷
を
殿
様
の
居
間
と
し

た
。
次
の
間
一
〇
畳
敷
に
側
衆
、
表
二
階
の
一
〇
畳
敷
に
御
用
人
御
側
頭
取
、
二
階
下

六
畳
敷
に
医
者
・
中
小
姓
、
仏
間
八
畳
敷
に
茶
道
衆
、
茶
の
間
一
〇
畳
敷
に
御
台
所
、

本
家
に
は
徒
目
付
・
手
廻
り
衆
、
上
の
小
屋
座
敷
に
郡
奉
行
・
代
官
、
小
屋
庭
に
菅
畳

を
敷
い
て
つ
く
っ
た
仮
座
敷
に
手
代
衆
・
家
来
衆
と
い
う
部
屋
割
り
で
あ
っ
た
。
他

に
、
風
呂
湯
殿
は
茶
の
間
前
の
次
の
下
と
上
の
小
屋
に
二
つ
あ
っ
た
。
雪
隠
は
新
板
で

新
た
に
つ
く
っ
た
が
、
急
な
こ
と
も
あ
り
、
畳
表
を
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

座
敷
廻
り
に
つ
い
て
は
、
茶
道
衆
が
先
に
来
て
指
図
が
あ
っ
た
。

夜
食
と
し
て
根
餅
を
献
上
し
、
殿
様
は
沢
山
召
し
上
が
っ
た
。
ま
た
、
何
か
殿
様
に

献
上
し
た
い
と
代
官
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
上
々
の
山
芋
五
本
、
白
根
ウ
ド
を
広
蓋
へ

乗
せ
て
差
し
出
し
た
。
夕
飯
に
は
タ
ケ
ノ
コ
入
り
の
玉
子
を
ふ
わ
ふ
わ
に
し
た
も
の
、

香
の
物
を
出
し
た
。
弥
左
衛
門
宅
の
炊
き
出
し
の
飯
を
側
衆
か
ら
差
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、
殿
様
は
召
し
上
が
っ
た
。
弥
左
衛
門
は「
無
勿
体
仕
合
」と
し
て
い
る（
七
一
三
頁
）。

翌
一
三
日
は
天
気
も
特
に
よ
く
、
朝
御
膳
も
済
ま
せ
、
出
立
と
な
っ
た
。
弥
左
衛
門

も
手
代
衆
に
同
道
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
只
今
殿
様
の
御
召
し
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な

御
用
か
と
驚
き
な
が
ら
、御
目
遠
の
と
こ
ろ
へ
罷
り
出
た
。
御
側
衆
よ
り
御
意
が
あ
り
、

二
間
ば
か
り
進
ん
で
控
え
て
い
た
。
郡
奉
行
富
樫
義
兵
衛
が
袖
を
引
い
て
く
れ
、
目
の

前
か
と
思
う
と
こ
ろ
ま
で
引
き
出
さ
れ
、
平
伏
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
御
用
人
の
大
場
唯

左
衛
門
か
ら
「
其
方
儀
村
方
取
扱
宜
、
諸
事
行
届
候
様
に
被
及
御
聞
、
三
人
扶
持
幷
に

御
巻
物
被
成
下
」
と
の
達
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
口
達
だ
け
で
墨
付
は
な
く
、
翌

天
保
六
年
に
廻
村
し
た
と
き
、
書
付
を
頂
戴
し
た（
七
一
四
頁
）。

そ
の
日
は
、
清
水
町
で
昼
休
を
取
り
、
熊
高
村
手
前
の
村
境
ま
で
先
払
を
勤
め
た
。

村
方
へ
も
、
褒
美
と
し
て
枝
郷
の
四
名
が
扇
子
を
頂
戴
し
た
。
す
な
わ
ち
、
荒
屋
敷
村

組
頭
の
与
三
郎（
施
行
・
農
業
出
精
に
つ
き
）、
肘
折
村
組
頭
の
武
右
衛
門（
村
方
に
味
噌
な

ど
施
行
に
つ
き
）、
沼
ノ
台
村
組
頭
の
勘
右
衛
門（
農
業
出
精
に
つ
き
）、
柳
淵
村
名
子
百
姓

の
万
右
衛
門（
農
業
出
精
に
つ
き
）で
あ
る（
七
一
三
頁
）。

殿
様
の
廻
村
は
、
代
官
波
多
野
岩
次
郎
が
四
月
九
日
夕
に
弥
左
衛
門
宅
ま
で
来
て
、

万
事
指
図
が
あ
り
、
不
案
内
な
が
ら
滞
り
な
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
諸
事
不
行
届
き
で
、
代
官
に
は
格
別
の
心
配
を
か
け
た
と
弥
左
衛
門
は
述
懐
し
て

い
る（
七
一
三
頁
）。

ま
た
、
殿
様
の
廻
村
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
四
月
九
日
夕
に

代
官
が
殿
様
廻
村
の
事
前
相
談
に
来
た
と
き
に
、
弥
左
衛
門
は
内
々
に
相
談
し
た
。
前

述
の
と
お
り
、
弥
左
衛
門
宅
で
は
小
屋
で
借
宅
し
て
い
る
者
た
ち
が
一
二
・
一
三
人
に

な
っ
て
い
た
。
殿
様
の
止
宿
に
際
し
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
相
談
で
あ
っ
た
。
殿
様

の
目
障
り
と
な
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
こ
の
者
た
ち
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
。
代
官

は
、
只
今
「
露
命
危
き
者
」
た
ち
を
匿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
成
り
の
た
め
に
追
い

払
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
倒
れ
死
に
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
廻
村
も
窮
民
助

命
の
趣
意
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
却
っ
て
餓
死
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ

に
は
及
ば
な
い
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
御
成
り
中
は
慎
ん
で
い
る
よ
う
堅

く
申
し
付
け
る
こ
と
と
い
う
注
意
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
弥
左
衛
門
は
家
の
裏
通
り
小

屋
の
前
に
出
歩
か
な
い
よ
う
指
示
し
、
小
屋
か
ら
大
小
用
に
出
て
も
御
成
り
座
敷
の
方
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山
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の
災
害
と
救
済

六
七

か
ら
見
え
な
い
よ
う
大
柴
で
仕
切
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
当
日
に
は
、
殿
様
が
発
駕
す
る
と
き
に
、
裏
の
方
へ
御
出
で
が
あ
り
、

不
意
に
下
の
小
屋
の
中
へ
入
ら
れ
た
。
郡
奉
行
や
代
官
も
そ
の
後
を
追
っ
て
、
小
屋
の

中
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
殿
様
は
飢
人
た
ち
を
ご
覧
に
な
り
、
米
六
斗
・
味
噌
七
貫
目
を

下
付
す
る
の
で
、「
丈
夫
に
も
相
成
、
働
き
も
出
来
候
様
に
も
罷
成
候
と
も
、
閑
に
帰

宅
い
た
し
、
根
堀
に
取
掛
り
候
様
」
と
い
う
達
が
あ
っ
た
。
皆
が
有
り
難
き
仕
合
せ
と

落
涙
し
た（
七
一
四
頁
）。

　
　
　
（
三
）　

藩
主
の
肖
像

柿
崎
弥
左
衛
門
は
、
廻
村
し
た
藩
主
の
戸
沢
大
和
守
正
胤
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
。「
御
国
政
正
敷
自
他
共
に
奉
賞
之
、
御
像
に
御
仁
政
の
あ
ら
ま
し
を
書

付
て
掛
物
と
し
朝
夕
奉
拝
礼
」（
七
三
一
頁
）。
新
庄
藩
政
を
称
賛
し
て
、
藩
主
の
像
を
描

き
、
仁
政
の
経
緯
を
書
い
て
掛
軸
に
し
、
朝
夕
に
拝
礼
し
た
と
い
う
。
子
孫
に
伝
え

て
、
永
く
恩
徳
を
知
ら
し
め
よ
う
と
一
紙
に
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
画
を

多
く
の
人
々
に
望
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
大
勢
に
書
き
写
し
て
与
え
る
の
は
大
変
な
の

で
、
板
行
す
る
こ
と
に
し
、
職
方（
加
藤
昌
助
）へ
頼
ん
で
、
早
速
清
書
が
で
き
た
の
で
、

天
保
五
年
夏
中
に
仙
台
の
職
人（
東
海
氏
）へ
頼
ん
で
桜
板
に
彫
っ
て
、
望
み
の
者
に
は

刷
っ
て
配
布
し
た
。
庄
内
・
最
上
・
山
形
な
ど
の
近
辺
近
国
よ
り
所
望
が
あ
り
、
数
百

枚
の
こ
と
と
な
り
、
唐
紙
ば
か
り
を
用
い
て
い
て
は
高
値
に
な
る
の
で
、
上
の
山
大
奉

書
あ
る
い
は
美
濃
紙
で
刷
っ
た
。

配
り
先
に
は
、
伊
勢
御
師
の
手
代
衆
も
あ
っ
た
。
国
元
へ
持
参
し
た
い
と
所
望
さ
れ

た
の
で
、
一
枚
進
呈
し
た
と
こ
ろ
、
翌
年
一
二
月
四
日
に
伊
勢
か
ら
書
状
が
到
来
し

た
。
三
日
市
大
夫
治
郎
内
の
田
中
勘
太
夫
重
央
か
ら
柿
崎
弥
左
衛
門
・
加
藤
昌
助
に
宛

て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
足
代
弘
訓（
一
七
八
四
〜
一
八
五
六
）の
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
諸
侯
の
亀
鑑
と
し
て
書
を
寄
せ
た
と
し
て
い
る（
七
三
一
頁
）。
足
代
弘
訓
は
、

伊
勢
山
田
の
国
学
者
で
、
家
は
代
々
伊
勢
外
宮
の
祢
宜
で
あ
っ
た
。
京
都
・
大
坂
・
江

戸
へ
も
出
て
、
多
く
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
。
天
保
飢
饉
で
は
窮
民
救
済
に
奔
走

し
、
救
荒
書
「
お
ろ
か
お
ひ
」
を
著
し
た
。
大
塩
平
八
郎
と
も
親
し
か
っ
た
。
弘
化
二

年（
一
八
四
五
）に
は
禁
裏
へ
著
述
二
五
冊
を
献
上
し
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）の
ペ
リ
ー

来
航
以
来
、
特
に
時
局
対
策
に
苦
心
し
、
門
人
を
教
導
し
た
。
一
枚
の
刷
物
を
通
し
た

交
流
の
広
が
り
が
興
味
深
い
。

な
お
、『
大
蔵
村
史
』
で
は
、
こ
の
掛
軸
が
折
渡
中
島
家
に
伝
存
す
る
と
し
て
写
真

入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
部
に
藩
主
の
座
像
が
描
か
れ
、
下
部
に

は
仁
政
を
讃
え
た
文
章
が
記
さ
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

最
後
に
、
い
く
つ
か
の
点
を
指
摘
し
て
締
め
括
り
と
し
た
い
。

第
一
に
、
柿
崎
弥
左
衛
門
は
、
自
ら
の
こ
と
を
村
と
の
関
わ
り
で
ど
の
よ
う
に
み
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
で
は
、「
我
数
代
の
庄
屋
の
家
に
生

れ
て
御
上
の
蒙
御
恩
徳
、
村
人
の
助
情
を
う
け
来
り
て
酒
食
を
と
も
に
し
、
親
子
兄
弟

の
ご
と
く
朝
夕
交
り
な
が
ら
困
民
を
見
る
に
し
の
び
ず
、
昼
夜
心
を
碎
く
と
い
へ
と
も

愚
昧
の
我
、
能
き
分
別
は
出
ず
」（
七
一
一
頁
）と
し
て
、
庄
屋
と
村
人
の
人
情
を
述
べ
、

一
方
で
こ
の
災
難
に
際
し
、
よ
い
対
応
策
が
な
い
と
す
る
。

続
い
て
、
弥
左
衛
門
家
の
被
災
状
況
を
示
す
。
田
畑
は
流
失
し
、
凶
歳
と
な
っ
た

が
、
手
作
り
で
取
り
入
れ
た
「
し
い
な（
米
比
）」
の
よ
う
な
籾
一
三
俵（
七
斗
入
）を
二

斗
八
・
九
升
く
ら
い
で
挽
米
に
し
た
。
し
か
し
、
蕎
麦
・
粟
・
大
小
豆
は
多
く
を
流
失

（
32
）

（
33
）



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
八

し
た
。
そ
の
た
め
、
飯
米
と
し
て
雑
穀
な
ど
を
調
達
し
よ
う
と
才
覚
し
た
が
、
米
を
売

る
者
は
な
く
、
庄
内
よ
り
「
む
く
り
米
」
を
少
々
調
達
し
た
が
食
糧
は
不
足
し
て
い

た
。
家
内
は
二
〇
余
人
で
、
毎
日
雪
中
で
も
家
内
山
へ
出
て
「
根
ほ
り
」
を
し
、
一
日

に
二
回
の
食
事
は
「
根
餅
」
に
し
た
。
一
回
は
粥
に
埜
老
を
糧
に
し
て
利
用
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
多
く
の
人
を
救
う
の
は
出
来
兼
ね
た
。「
我
々
如
き
も
の
も
小

村
の
長
と
な
り
て
、
眼
前
に
見
殺
に
す
る
事
の
悲
歎
い
か
が
す
べ
し
、
一
村
の
人
を
救

ふ
術
あ
ら
ば
、
我
一
命
は
お
し
か
ら
ず
と
思
ひ
候
、
兎
角
一
村
と
食
を
同
し
く
、
力
及

ず
時
は
諸
共
に
餓
死
す
べ
し
と
、
家
内
覚
悟
を
極
め
才
覚
の
及
ぶ
べ
き
だ
け
は
、
手
を

廻
し
金
銭
の
借
り
入
れ
て
食
物
を
調
ひ
候
」（
七
一
一
頁
）と
す
る
。
村
の
共
同
性
を
認
識

し
て
、
弥
左
衛
門
は
金
銭
を
借
り
て
食
物
を
調
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
弥
左
衛
門
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
記
録
に
遺
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
保

四
年（
一
八
三
三
）は
「
聞
伝
に
も
無
之
程
の
大
飢
饉
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、「
大
海
の

一
滴
九
牛
が
一
毛
書
記
置
、
子
孫
に
残
し
候
間
、
了
簡
を
致
し
平
生
無
益
な
る
費
を
は

ぶ
き
、
倹
約
を
相
立
、
食
物
の
貯
へ
を
致
し
、
ケ
様
の
難
儀
を
遁
れ
、
其
余
を
以
人
を

も
救
ひ
、
御
上
の
御
苦
労
に
も
掛
り
不
申
様
に
常
々
心
掛
け
可
申
候
」（
七
〇
二
頁
）と
す

る
。
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、
子
孫
へ
遺
す
た
め
に
、
自
ら
の
災
害
・
飢
饉
体
験
を
克
明

に
記
録
し
、
継
承
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
天
保
年
中
巳
荒
子

孫
伝
」
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、弥
左
衛
門
自
身
も
、宝
暦
五
年
の
飢
饉
を
記
録
し
た
「
豊

年
瑞
相
記
」
を
読
み
、
天
明
三
年
の
飢
饉
体
験
を
父
か
ら
聞
き（
七
〇
二
〜
七
〇
三
頁
）、

参
考
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
山
村
の
災
害
と
救
済
に
つ
い
て
で
あ
る
。
山
村
に
お
け
る
大
雨
は
、
洪

水
や
山
崩
れ
と
い
う
災
害
を
引
き
起
こ
す
。
山
村
は
沢
沿
い
に
集
落
が
展
開
し
て
い

る
場
所
が
多
く
、
前
が
川
で
後
ろ
が
山
と
い
う
環
境
で
生
活
し
て
い
る
家
が
多
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
災
害
の
危
機
が
あ
っ
た
。「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
で
み
て
き
た

註（
1
）　

下
村
一
夫
「
久
能
文
庫
と
関
口
隆
吉
」（『
地
方
史
静
岡
』
九
号
、
一
九
七
九
年
）。
伊
豆
文

学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
編
『「
し
ず
お
か
」
の
貴
重
書
』（
二
〇
〇
五
年
）。

（
2
）　

伊
故
海
貴
則
「
明
治
前
期
地
方
官
の
民
衆
認
識
と
地
方
経
営
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
二
号
、

二
〇
一
六
年
）。

よ
う
に
、
洪
水
や
山
崩
れ
は
住
居
を
奪
う
。
新
庄
藩
で
も
「
御
救
小
屋
」
が
設
置
し
た

が
、
弥
左
衛
門
も
小
屋
を
運
営
し
て
、
家
屋
敷
に
損
害
の
あ
っ
た
村
人
た
ち
を
収
容
し

て
い
き
、
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
住
居
と
食
糧
を
提
供
し
た
。
藩
か
ら
の
「
御
救
」
も

あ
っ
た
が
、
庄
屋
に
よ
る
施
行
も
大
い
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
庄
屋
─
組
頭
の
間

で
、
被
害
状
況
の
注
進
や
施
行
願
書
の
作
成
な
ど
に
お
い
て
連
携
が
あ
っ
た
。
施
行
に

対
す
る
弥
左
衛
門
の
考
え
方
も
興
味
深
い
点
で
あ
っ
た
。
藩
と
庄
屋
に
よ
る
村
の
救
済

に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、
新
庄
藩
主
戸
沢
正
胤
と
弥
左
衛
門
の
関
わ
り
で
あ
る
。
南
山
村
へ
も
藩
主

の
廻
村
が
あ
っ
た
。
藩
主
は
各
所
を
廻
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
下
付
し
、
窮
民
の
様

子
ま
で
直
接
見
て
い
た
。
新
庄
藩
は
幕
府
か
ら
飢
饉
対
策
の
失
敗
を
注
意
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
天
保
飢
饉
当
時
の
藩
主
正
胤
は
、
特
に
飢
饉
対
応
に
力

を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
案
内
や
宿
泊
を
担
当
し
た
弥
左
衛
門
は
、
救
済
の
後
に
藩
主

の
肖
像
と
仁
政
の
経
緯
を
記
し
て
掛
軸
に
し
て
拝
礼
し
た
。
こ
の
掛
軸
は
周
囲
で
好
評

を
得
た
の
で
、
刷
物
に
し
た
。
そ
れ
が
伊
勢
御
師
を
通
じ
て
、
足
代
弘
訓
の
も
と
に
届

い
た
。
文
人
の
広
が
り
と
い
う
点
か
ら
も
興
味
深
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
久
能
文
庫
の
救
荒
・
備
荒
書
を
検
討
す
る
こ
と
は
冒
頭
で

述
べ
た
通
り
だ
が
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
は
本
稿
以
外
に
も
多
様
な
視
点
か
ら

読
み
解
く
こ
と
の
で
き
る
記
録
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
な
る
検
討
は
今
後
の
課
題
と

し
て
お
き
た
い
。



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

六
九

ら
、
徳
川
慶
喜
が
戊
辰
戦
争
後
に
駿
府
へ
籠
っ
た
時
に
、
江
戸
城
の
蔵
書
も
持
ち
出
さ
れ
、
久

能
山
へ
入
り
、
後
に
葵
文
庫
と
し
て
収
納
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
研
究
は
進
展

し
た
。
久
能
文
庫
に
つ
い
て
前
述
し
た
通
り
、
久
能
文
庫
本
は
関
口
隆
吉
の
収
集
し
た
蔵
書
で

あ
る
。
実
際
、
筆
者
が
原
本
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
表
紙
見
返
し
に
蔵
書
印
「
関
口
氏
寄
贈
久
能

文
庫
」
を
確
認
し
た
。

（
12
）　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
久
能
文
庫
、
請
求
番
号
Ｑ
六
一
一
─
一
四
。

（
13
）　

関
口
隆
吉
『
黙
斎
遺
稿　

備
荒
録
』（
帯
経
学
会
、
一
八
九
〇
年
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
請
求
記
号
一
〇
─
一
七
一
）が
あ
る
。

（
14
）　

小
野
武
夫
『
日
本
近
世
飢
饉
志
』（
学
芸
社
、
一
九
三
五
年
、
後
に
復
刻
、
有
明
書
房
、

一
九
八
七
年
）。

（
15
）　

前
掲
、
工
藤
定
雄
「
原
本
並
に
写
本
に
つ
い
て
」。

（
16
）　
『
新
庄
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
叢
書
』
二
輯（
一
九
六
六
年
）に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
新
庄
市
立
図
書
館
本
は
、
南
山
村
柿
崎
家
旧
蔵
文
書
の
内
に
あ
る
。
柿
崎
家
旧
蔵
文

書
に
つ
い
て
は
、
目
録
と
史
料
翻
刻（
五
点
分
）が
佐
久
間
昇
編
『
大
蔵
村
史
編
集
資
料
第
五
集

─
南
山
村
庄
屋
柿
崎
家
旧
蔵
文
書
─
』（
一
九
七
九
年
）と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
柿

崎
家
旧
蔵
文
書（
全
二
六
点
）は
所
蔵
者
へ
返
却
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）に
て
コ
ピ
ー
を
閲
覧
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
巻

ノ
二（
柿
崎
家
文
書
六
）、「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
巻
ノ
三（
柿
崎
家
文
書
七
）で
あ
る
。

（
17
）　

熊
谷
勝
保
「
南
山
村
庄
屋
柿
崎
弥
左
衛
門
に
つ
い
て
」（『
最
上
地
域
史
』
一
八
号
、

一
九
九
五
年
）。

（
18
）　
『
大
蔵
村
史
』
集
落
編（
一
九
九
九
年
）四
四
〜
四
八
頁
。

（
19
）　
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
で
は
、
諸
本
の
い
ず
れ
も
著
者
を
柿
崎
弥
左
衛
門
「
義
存
」

と
し
て
お
り
、
系
図
の
「
義
孝
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
読
み
違
え
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
20
）　

前
掲
、
森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
七
巻
飢
饉
・
悪
疫
、

七
四
六
頁
。

（
21
）　
『
新
庄
市
史
』
二
巻
近
世
上（
一
九
九
二
年
）、『
新
庄
市
史
』
三
巻
近
世
下（
一
九
九
四

年
）、『
新
庄
市
史
』
資
料
編
上（
二
〇
〇
一
年
）、
大
友
義
助
『
新
庄
藩
』（
現
代
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）な
ど
。

（
3
）　
『
大
蔵
村
史
』
集
落
編（
一
九
九
九
年
）二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
。

（
4
）　

近
世
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
七
年
）、
同
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）な

ど
の
畿
内
に
お
け
る
土
砂
留
制
度
の
検
討
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
治
体
史
な
ど
で
の
記
載
は
あ

る
も
の
の
、
村
の
土
砂
災
害
と
い
う
個
別
事
例
研
究
は
少
な
い
。「
山
の
災
害
史
」
と
い
う
視

角
か
ら
土
砂
災
害
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
拙
稿
「『
諸
国
山
川
掟
』
と
畿
内
・
近
国
の

土
砂
留
制
度
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
徳
川
の
歴
史
再
発
見 

森
林
の
江
戸
学
Ⅱ
』（
東
京
堂

出
版
、
二
〇
一
五
年
）を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
つ
い
て
は
、
菊
池
勇
夫
氏
が
飢
饉
史
研
究
の
中
で
利
用
さ

れ
て
い
る
が（
菊
池
勇
夫
『
非
常
非
命
の
歴
史
学
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
な
ど
）、「
天

保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
あ
る
い
は
南
山
村
そ
の
も
の
を
検
討
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
本
稿
で
は
村
落
史
の
視
点
で
、
課
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
6
）　

関
口
隆
正
『
関
口
隆
吉
伝
』（
何
陋
軒
書
店
、
一
九
三
八
年
、
青
々
書
屋
蔵
版
、
一
九
八
四

年
覆
刻
）な
ど
に
拠
る
。
な
お
、
隆
吉
の
次
男
は
、『
広
辞
苑
』
の
著
者
新
村
出
で
あ
り
、
近

年
そ
の
伝
記
が
刊
行
さ
れ
た（
新
村
恭
『
広
辞
苑
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
─
新
村
出
の
生
き
た
軌

跡
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
七
年
）。

（
7
）　

前
掲
、
伊
故
海
貴
則
「
明
治
前
期
地
方
官
の
民
衆
認
識
と
地
方
経
営
」。

（
8
）　

前
掲
、
下
村
一
夫
「
久
能
文
庫
と
関
口
隆
吉
」。
な
お
、
葵
文
庫
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
研
究
の
視
点
か
ら
、
青
木
祐
一
「
静
岡
県
立
葵
文
庫
と
そ
の
事
業
」（
学
習
院
大
学
『
文

学
部
研
究
年
報
』
五
九
号
、
二
〇
一
二
年
）が
あ
る
。

（
9
）　

静
岡
県
立
葵
文
庫
編
『
静
岡
県
立
葵
文
庫
和
漢
図
書
目
録
』（
一
九
二
八
年
）。
静
岡
県
立

中
央
図
書
館
葵
文
庫
編
『
久
能
文
庫
目
録　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
』（
一
九
六
九

年
）。
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
編
『
増
補
改
訂
版
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
久
能
文
庫
目
録
』

（
一
九
八
九
年
）。

（
10
）　

前
掲
、
関
口
隆
正
『
関
口
隆
吉
伝
』。

（
11
）　

森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
七
巻
飢
饉
・
悪
疫（
三
一
書
房
、

一
九
七
〇
年
）六
九
九
〜
七
六
五
頁
。
校
訂
者
の
工
藤
定
雄
氏
が
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
解

題
」
及
び
「
原
本
並
に
写
本
に
つ
い
て
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
工
藤
氏
は
、
そ
の
中
で
①
の
伝

来
は
、
消
さ
れ
た
蔵
書
印
「
久
能
山
社
務
所
」
と
蔵
書
印
「
静
岡
県
立
葵
文
庫
蔵
書
之
印
」
か



「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

七
〇

（
22
）　

難
波
信
雄「
新
庄
藩
領
の
村
落
─
最
上
郡
と
村
山
郡
の
村
─
」（『
地
方
史
研
究
』一
八
五
号
、

一
九
八
三
年
）。

（
23
）　

前
掲
『
大
蔵
村
史
』
集
落
編
、
一
〇
〇
〜
一
〇
三
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
大
蔵
村
史
編
集
資
料
第
五
集
─
南
山
村
庄
屋
柿
崎
家
旧
蔵
文
書
─
』
一
六
九
頁
。

（
25
）　

前
掲
『
大
蔵
村
史
』
集
落
編
、
四
四
頁
。

（
26
）　
「
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
」
の
原
文
を
引
用
す
る
際
は
、
一
・
二
点
や
レ
点
な
ど
は
略
し

た
。
な
お
、
本
稿
で
は
以
下
、
前
掲
し
た
森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

成
』
七
巻
飢
饉
・
悪
疫
の
頁
数
を
上
げ
て
典
拠
と
し
た
い
。

（
27
）　

前
掲
、
森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
七
巻
飢
饉
・
悪
疫
、

七
〇
七
頁
。

（
28
）　

柿
崎
家
旧
蔵
文
書
に
あ
る
「
豊
年
瑞
相
談
」
で
あ
ろ
う（
柿
崎
家
旧
蔵
文
書
八
）。
新
庄
城

下
に
住
む
福
井
九
内
富
教（
造
酒
屋
山
城
屋
太
右
衛
門
二
男
）が
記
し
た
宝
暦
五
年
の
凶
作
記
録

で
あ
る
。
嶺
金
太
郎
編
『
最
上
郡
史
料
叢
書
』（
新
庄
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
）に
翻
刻

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

化
政
期
く
ら
い
に
酒
田
内
町
の
富
裕
な
家
で
、
特
に
私
財
を
投
じ
て
町
火
消
に
献
身
し
、

消
防
隊
の
前
身
を
育
て
た
功
に
よ
り
、
町
年
寄
格
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
代
々
五
右
衛
門
を
襲

名
し
、
安
政
期
く
ら
い
の
五
右
衛
門
に
は
、
文
人
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た（
工
藤
定
雄
『
酒

田
市
史
』
上
、
一
九
五
四
年
、『
同
』
下
、
一
九
五
八
年
）。

（
30
）　

建
部
清
庵
は
一
関
藩
医
で
、「
民
間
備
荒
録
」
を
著
し
た（『
日
本
農
書
全
集
』
一
八
巻
、

農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
三
年
）。

（
31
）　

前
掲
、
森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
七
巻
飢
饉
・
悪
疫
、

七
〇
八
頁
。

（
32
）　

伊
東
多
三
郎
「
あ
じ
ろ
ひ
ろ
の
り　

足
代
弘
訓
」（
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
編
『
日
本
近
世
人

名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
33
）　
『
大
蔵
村
史
』（
一
九
七
四
年
）一
六
二
頁
。


